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（前年同月比＋146t）

669t
（前年同月比＋69t）
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公
共
施
設
等
っ
て
な
に
？

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
生
活
に
密
着

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
、
市
営
住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
築
物
を
「
公
共
施

設
（
建
築
物
）」、
道
路
や
橋
、
公
園
な

ど
を
「
イ
ン
フ
ラ
施
設
」、
料
金
収
入

で
運
営
し
て
い
る
水
道
・
下
水
道
施
設

を
「
公
営
企
業
施
設
」
と
し
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
総
称
し
て
「
公
共
施
設
等
」

と
い
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

　

帯
広
市
の
公
共
施
設
等
の
現
状
や
課

題
を
把
握
す
る
た
め
に
、
平
成
27
年
６

月
に
作
成
し
た
「
公
共
施
設
白
書
」
に

よ
る
と
、
公
共
施
設
（
建
築
物
）
は

２
８
５
施
設
あ
り
、
総
延
床
面
積
は
約

73
・
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

（
表
）

　

施
設
分
類
別
で
は
、
学
校
教
育
系
施

設
が
約
35
パ
ー
セ
ン
ト
、
公
営
住
宅
が

約
31
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
図
）

今
、
公
共
施
設
等
が

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
等
が
大

規
模
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
、

市
の
財
政
運
営
の
大
き
な
負
担
と
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
構
成
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
公
共
施
設
等

に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
公
共
施
設
等
の
現
状
や

課
題
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
公

共
施
設
等
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

（平成26年3月31日現在）表　公共施設等の内訳
図　公共施設（建築物）の
　　分類別内訳（延床面積）

公共施設等

公共施設（建築物）
学校、市営住宅、

コミセン、保育所、
とかちプラザ、

体育館、市庁舎など

インフラ施設
道路、橋、公園、
農村上下水道

公営企業施設
水道、下水道

区
分 施設分類 施設数 延床面積

（万㎡）
割合
（%） 施設例

公
共
施
設
（
建
築
物
）

地域コミュニティ施設 51 2.9 4.0 コミュニティセンター、福祉センター、農業センター
市 民 文 化 ・
社 会 教 育 系 施 設 11 4.3 5.9 市民文化ホール、とかちプラザ、図書館、動物園など
ス ポ ー ツ ・
レクリエーション系施設 28 6.2 8.5 体育館、帯広の森屋内スピードスケート場、岩内自然の村など
産 業 系 施 設 14 1.6 2.2 北愛国交流広場、八千代公共育成牧場など

学 校 教 育 系 施 設 42 25.5 34.7 小・中学校、南商業高校、給食調理場

子 育 て 支 援 施 設 54 1.5 2.0 保育所、児童保育センター、児童会館

保健・福祉・医療施設 7 1.3 1.8 保健福祉センター、休日夜間急病センターなど

公 営 住 宅 22 22.6 30.7 市営住宅

行 政 系 施 設 22 4.2 5.6 市役所本庁舎、支所、消防署など

そ の 他 施 設 24 2.4 3.2 空港、駐車場、競馬場、火葬場など

普 通 財 産 10 1.0 1.4 市民活動プラザ六中、教職員住宅など

小　　計 285 73.5 100

イ
ン
フ
ラ
施
設

道 路 、 橋 梁 − − 市道延長1406.4km、橋399基

公 園 − 0.2 − 開設公園214カ所、開設面積763ha

簡 易 水 道 − 0.3 − 水道管延長326.3km、簡易水道施設4施設

農 村 下 水 道 − 0.0 − 下水道管延長1.8km、下水道処理施設1施設

小　　計 − 0.5 −

公　
　

営

企
業
施
設

水 道 − 1.0 − 水道管延長1067.2km、水道施設3施設

下 水 道 − 1.8 − 下水道管延長1200.1km、下水道処理施設1施設

小　　計 − 2.8 −

合　　計 285 76.8 −

学校
教育系施設
34.7%

公営住宅 
30.7%

その他
34.6% 合計

約73.5万㎡

　帯広市では、これまで、学校や市営住宅、道路、公園、上下水道など、多くの
公共施設等を整備してきました。
　今後、これらの公共施設が大規模な改修や建て替えの時期を迎えます。皆さん
が普段利用している公共施設のこれからについて一緒に考えてみませんか。
問い合わせ　�企画課（市庁舎５階、☎65・4105）

特 集 公共施設を考える

未来につなげる公共施設
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公
共
施
設
等
の

現
状
と
課
題

①
施
設
の
老
朽
化

　

市
で
は
、
人
口
の
増
加
や
都
市
化
の

進
展
に
合
わ
せ
て
、
学
校
や
市
営
住
宅
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
道
路
、

公
園
、
上
下
水
道
な
ど
、
多
く
の
公
共

施
設
等
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。（
表

１
）

　

公
共
施
設
（
建
築
物
）
は
、
昭
和
40

年
代
後
半
か
ら
平
成
10
年
代
に
か
け
て

造
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
一
般
的
に
大

規
模
修
繕
や
改
修
が
必
要
と
さ
れ
る
建

築
後
30
年
以
上
を
経
過
し
た
建
物
は
約

４
割
を
占
め
て
い
て
、
今
後
20
年
で
、

そ
の
比
率
は
約
９
割
ま
で
上
昇
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

施
設
分
類
別
で
は
、
子
育
て
支
援
施

設
の
６
割
以
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
６
割
近
く
が
建
築
後
30
年
以
上

を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
計
画
的
な
維
持
管
理
や
修

繕
を
行
う
な
ど
、
一
斉
に
大
規
模
改
修

や
建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
る

施
設
の
老
朽
化
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

②
多
額
の
改
修
・
更
新
費
用

　

現
在
の
公
共
施
設
等
を
全
て
保
有
し

続
け
た
場
合
を
想
定
し
、
今
後
40
年
間

で
必
要
と
な
る
単
年
度
当
た
り
の
改

修
・
更
新
費
用
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

直
近
５
年
間
に
公
共
施
設
等
の
大
規
模

改
修
や
建
て
替
え
の
た
め
に
要
し
た
投

資
的
経
費
の
平
均
の
２
倍
の
金
額
と
な

り
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
経
費
の
増
加

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
財
政
の
制
約
が
あ
る
中
で
、

効
果
的
・
効
率
的
な
改
修
や
建
て
替
え
、

維
持
管
理
や
修
繕
を
計
画
的
に
行
う
ほ

か
、
公
共
施
設
等
に
係
る
費
用
の
縮
減

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

　

今
年
２
月
に
策
定
し
た
「
帯
広
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
帯
広
市
の
人
口

は
、
平
成
72
年
に
は
現
在
よ
り
も
約
２

割
減
少
し
、
昭
和
45
年
と
同
程
度
の

13
万
１
１
８
４
人
に
な
る
と
推
計
し
て

い
ま
す
。（
図
３
）

　

ま
た
、
14
歳
以
下
の
年
少
人
口
や
、

15
歳
以
上
64
歳
以
下
の
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
一
方
、
65
歳
以
上
の
老
年

人
口
の
割
合
は
増
加
を
続
け
、
平
成
72

年
に
は
約
36
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
も

の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
口
構
成
の
変
化
な
ど
に

伴
い
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
利
用
者
数

に
偏
り
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
施
設
内
の

各
室
の
利
用
状
況
に
も
大
き
な
差
が
生

じ
る
な
ど
、
施
設
整
備
時
の
利
用
想
定

と
実
際
の
利
用
実
態
に
乖か
い
り離
が
生
じ
て

い
ま
す
。（
図
４
）

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
さ
ら
に

広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
各

施
設
に
お
け
る
利
用
実
態
を
把
握
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
厳
し
い
財
政
状
況

　

市
の
歳
入
は
、
国
や
道
の
財
政
が
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
な
ど
の
交
付
に
よ
る
収
入
の
大
幅
な

増
加
が
期
待
で
き
な
い
上
、
主
な
働
き

手
で
あ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

う
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
の
減
少

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
歳
出
は
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
よ
り
社
会
保
障
や
生
活
保
護
費
な
ど

の
扶
助
費
が
年
々
増
加
を
続
け
、
こ
の

10
年
間
で
２
倍
に
な
っ
て
い
る
一
方
、

公
共
施
設
等
の
整
備
費
（
普
通
建
設
事

業
費
）
は
ピ
ー
ク
時
の
約
４
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
歳
入
総
額
の
大
幅
な
伸
び
が

期
待
で
き
な
い
中
、
高
齢
社
会
の
到
来

に
よ
り
、
扶
助
費
は
さ
ら
に
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
普
通
建
設
事
業
費

や
施
設
な
ど
の
維
持
補
修
費
に
充
て
ら

れ
る
財
源
は
よ
り
限
ら
れ
た
も
の
に
な

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
？

　

公
共
施
設
等
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま

え
る
と
、
公
共
施
設
等
を
こ
れ
ま
で
と

同
じ
水
準
で
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

今
後
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
公
共
施

設
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
・
持
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ

の
変
化
や
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
施
設
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化

や
施
設
総
量
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組

む
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表1　帯広市の築年数別の主な公共施設

図2　直近5年間の平均投資的経費と今後40年間の平均更新費用の比較

図3　帯広市の人口と人口構成の推移

図4　福祉センターの年間利用者数と利用率

築年数 主　　な　　施　　設
築50年以上
（～S39） 動物園、児童会館

築40～49年
（S40～S49）

大空会館、総合体育館、帯広小学校、大空小学校、第八中学校、大空中学校、帯広保育所、青葉保育所、市営住宅（大空団地）、
消防署（西出張所）

築30～39年
（S50～S59）

東コミセン、鉄南コミセン、光南福祉センター、西福祉センター、百年記念館、八千代公共育成牧場、東小学校、稲田小学校、
第二中学校、西陵中学校、緑ヶ丘保育所、ひばり保育所、市営住宅（公園東町団地、緑央団地）、川西支所

築20～29年
（S60～H6）

南コミセン、帯広の森コミセン、中央福祉センター、緑南福祉センター、市民文化ホール、帯広の森アイスアリーナ、帯
広の森野球場、帯広の森市民農園（サラダ館）、開西小学校、明和小学校、第五中学校、緑園中学校、グリーンプラザ、
保健福祉センター、市営住宅（明和団地、新緑団地）、市役所本庁舎

築10～19年
（H7～H16）

北親福祉センター、みなみ野福祉センター、とかちプラザ、森の交流館・十勝、帯広の森市民プール、北愛国交流広場、
啓西小学校、つつじが丘小学校、第一中学校、生活館、市営住宅（若葉団地）、みどりと花のセンター

築10年未満
（H17～）

栄福祉センター、きぼう福祉センター、帯広の森・はぐくーむ、図書館、帯広の森屋内スピードスケート場、豊成小学校、
栄小学校、豊成保育所、豊成児童保育センター、休日夜間急病センター、市営住宅（稲田団地）

直近5年間の投資的経費の平均額 今後40年間の更新費用の平均額
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台
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葉
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図1　公共施設の建築年別整備状況

築50年以上
（～S39）

延
床
面
積
（
千
㎡
）

築40～49年
（S40～S49）

築30～39年
（S50～S59）

築20～29年
（S60～H6）

築10～19年
（H7～H16）

築10年未満
（H17～H25）

0

50

100

150

200

250

1.0％1.0％

10.5％10.5％

29.3％29.3％27.6％27.6％

19.9％19.9％

11.7％11.7％

現在、約4割が
築30年以上経過
現在、約4割が
築30年以上経過

20年後には約9割が
築30年以上に
20年後には約9割が
築30年以上に

※（　）内は、公共施設を整備した年度を記載しています。

公共施設等をこれまでと同じ水準で維持するのは困難

公共施設
マネジメントを
進めていく
必要がある

①施設の老朽化 ③市民ニーズの変化②多額の改修・更新費用

表1、図1、図2 出典：公共施設白書
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計
画
策
定
に
向
け
た

取
り
組
み

　

市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
的
な
方
針
や
考

え
方
を
示
す
「（
仮
称
）
帯
広
市
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
意

見
を
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
を

対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

①
市
民
・
高
校
生
・
施
設
利
用
者

　

ア
ン
ケ
ー
ト

　

公
共
施
設
の
利
用
状
況
、
今
後
の
公

共
施
設
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
７
月
と
８
月
に
、
市
民
、
高
校

生
、
公
共
施
設
利
用
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

◆
対
象
者
数

・
満
18
歳
以
上
の
市
民（
２
０
０
０
人
）

・�
市
内
の
高
校
８
校
（
高
校
２
年
生
、

合
計
約
３
２
０
人
）

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
６
施
設
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
４
施
設
、
児
童
会
館
、

と
か
ち
プ
ラ
ザ
、
図
書
館
、
総
合
体

育
館
、
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
の
利

用
者
（
各
施
設
約
１
０
０
人
、
合
計

約
１
５
０
０
人
）

◆
回
答
数

・
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト　

　

９
８
７
人
（
回
答
率
49
・
４
％
）

・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト

　

２
８
４
人

・
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

１
２
９
５
人

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
傾
向

　
「
公
共
施
設
を
取
り
巻
く
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」
に

つ
い
て
は
、「
大
い
に
関
心
が
あ
る
」

ま
た
は
「
や
や
関
心
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
市
民
は
約
９
割
、
高
校
生
は
約
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
５
）

　
「
今
後
、
公
共
施
設
の
改
修
、
建
て

替
え
に
必
要
と
な
る
費
用
が
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
お
考
え
で
す
か
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
市
民
ニ
ー
ズ

や
財
政
状
況
に
見
合
う
よ
う
に
縮
減
も

検
討
」
が
約
８
割
を
占
め
た
一
方
、
高

校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
、
施
設
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
市
民
ニ
ー
ズ
や
財
政

状
況
に
見
合
う
よ
う
に
縮
減
も
検
討
」

よ
り
も
「
現
状
規
模
維
持
、
順
次
建
て

替
え
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
等
に
求
め
ら

れ
る
役
割
、
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議

論
す
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
と
11
月

に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
公
共
施
設

に
関
す
る
印
象
、
施
設
を
使
う
理
由
、

使
わ
な
い
理
由
な
ど
を
議
論
し
た
後
、

各
グ
ル
ー
プ
で
選
択
し
た
生
活
圏
に
お

け
る
公
共
施
設
の
必
要
性
・
課
題
を
踏

ま
え
、
そ
の
課
題
解
決
策
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

③
市
民
意
見
交
換
会
を
開
催

　

計
画
の
策
定
に
向
け
、
施
設
類
型
ご

と
の
取
り
組
み
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
も
ら
う
た
め
、
今
年
６
月
と

７
月
に
一
般
市
民
向
け
（
計
４
回
）
と
、

公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
な
ど
に
携
わ

る
関
係
者
向
け
（
１
回
）
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見

・�

人
口
の
増
加
が
見
込
め
ず
、
財
政
の

制
約
が
あ
る
中
で
は
、
今
後
、
機
能

の
集
約
化
や
施
設
の
複
合
化
は
必
要
。

・�

機
能
の
集
約
化
や
施
設
の
複
合
化
に

あ
た
っ
て
は
、
管
理
体
制
の
明
確
化

や
、
施
設
が
遠
く
な
る
市
民
へ
の
交

通
手
段
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
え
る
べ

き
。

・�

公
共
施
設
等
の
有
効
活
用
に
向
け
た

取
り
組
み
や
、
施
設
を
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
が
必
要
。

・�

公
共
施
設
の
現
状
や
将
来
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
べ
き
。

・�

大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
の
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

予
防
保
全
を
行
う
こ
と
が
必
要
。

④
市
民
検
討
委
員
会
の
設
置

　

公
共
施
設
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
た
め
、

学
識
経
験
者
や
公
募
に
よ
る
市
民
な
ど

12
人
で
構
成
す
る
市
民
検
討
委
員
会
を

平
成
27
年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
計
６
回
、
平
成
28
年

度
は
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
、
計
画
策

定
に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
本
的
な
視
点

　

今
年
２
月
に
策
定
し
た
計
画
の
骨
子

で
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
に

あ
た
っ
て
の
３
つ
の
基
本
的
な
視
点
を

定
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
計
画
の
策
定
に
向
け
、
こ
の

３
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
基
本
方
針
や
、

施
設
類
型
ご
と
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い

て
検
討
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。（
表

２
）市

民
と
と
も
に
未
来
に

つ
な
げ
る
公
共
施
設

　

公
共
施
設
等
は
、
市
民
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
で
あ
り
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤

で
す
。
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
に
あ
た

っ
て
は
、
利
用
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
12
月
を
め
ど
に
、
計
画
案
に
対

す
る
市
民
の
意
見
を
聴
く
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
公

共
施
設
等
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
未
来

に
つ
な
げ
る
公
共
施
設
の
在
り
方
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

十勝エコロジーパークイベント「木のトンネルつくりたい」　ヤナギのトンネルを作りながら、木と触れ合う大切さを子どもも大人も学びます。長
靴と軍手持参。　日10月１日(土)、９時45分～12時　費300円　場・問十勝エコロジーパーク（音更町十勝川温泉南18、☎32・6780）

○地域コミュニティの活性化
　�子どもから高齢者までのさまざまな世代が集い、多様な
関わりを育む場を創出する地域コミュニティの形成に寄
与する公共施設マネジメントを進めていく。
○時代に適したサービス提供
　�時代背景や人口構成の変化に伴う市民ニーズの多様化な
どにより、公共施設に求められる役割やニーズは変化し
ていくため、施設の設置目的を踏まえつつ、ハード・ソ
フト両面から柔軟に対応していく。

○保全・活用の推進
　�サービス水準の維持、施設の更新などに係る費用の縮減
のため、できる限り施設を大切に長く使っていく。
○効率的な管理・運営
　�次世代へ負担を先送りしないように維持管理費用の縮減
や財源確保、効率的な施設運営を進め、公共施設に係る
負担を減らしていく。

○問題意識の共有と協働
　�公共施設マネジメントに係る情報を共有し、課題解決の
場に参画できる多様な機会の充実を図っていく。

表2　公共施設マネジメントの基本的な視点

図５　市民・高校生・施設利用者アンケート結果

視点３

市民と
ともに創る

視点２

未来に
つなげる

視点１

交流を
育む

関心がない
10.6%
関心がない
10.6%

大いに関心が
ある 29.6%
大いに関心が
ある 29.6%

やや関心がある
59.8%
やや関心がある
59.8%

高校生高校生 施設
利用者
施設
利用者

市　民市　民

現状規模維持、
順次建て替え 17.0%
現状規模維持、
順次建て替え 17.0%

他の事業より優先して整備 2.3%他の事業より優先して整備 2.3%その他 3.4%その他 3.4%

その他 0.7%その他 0.7%

役割・実態を検証し、市民ニーズや財政状況に
見合うように縮減も検討 77.3%
役割・実態を検証し、市民ニーズや財政状況に
見合うように縮減も検討 77.3%

現状規模維持、
順次建て替え 49.1%
現状規模維持、
順次建て替え 49.1%

現状規模維持、
順次建て替え 44.0%
現状規模維持、
順次建て替え 44.0%

役割・実態を検証し、
市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
31.4%

役割・実態を検証し、
市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
31.4%

他の事業より
優先して整備 
14.3%

他の事業より
優先して整備 
14.3%

他の事業より
優先して整備
20.2%

他の事業より
優先して整備
20.2%役割・実態を検証し、

市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
35.8%

役割・実態を検証し、
市民ニーズや
財政状況に
見合うように
縮減も検討
35.8%

Ｑ　公共施設を取り巻く現状や
　　課題について関心がありま
　　すか

Ｑ　今後、公共施設の改修、建て替えに必要となる費用が増加する
　　ことが見込まれていますが、これからの公共施設の整備につい
　　て、どのように進めていくべきであるとお考えですか

市　民市　民

関心がない
35.8%
関心がない
35.8%

大いに関心がある
7.8%
大いに関心がある
7.8%

やや関心がある
56.4%
やや関心がある
56.4%

高校生高校生

その他 4.5%その他 4.5%

市民意見交換会の様子

各回答の割合（％）は、小数点第2位以下を四捨五入し、端数整理はしていない。
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第26回「公証週間」電話相談　10月１日～７日までの公証週間に、電話相談に応じます。日10月１日(土)～７日(金)、９時30分～12時、13
時～16時30分　問日本公証人連合会本部（☎03・3502・8239）

臨
時
福
祉
給
付
金

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

　

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成
26
年
４

月
に
実
施
し
た
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
所
得

の
少
な
い
人
に
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
１
人
に
つ
き
３
０
０

０
円
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

支
給
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
人
で
す
。
対
象
者
の
目
安
は
、
診
断

チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
図
）

・�

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
帯
広
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
、
平
成
28

請
書
を
受
理
し
て
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か

か
る
見
込
み
で
す
。

　

口
座
が
無
い
場
合
な
ど
に
限
り
、
現

金
で
支
給
し
ま
す
が
、
口
座
振
り
込
み

よ
り
支
給
ま
で
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

年
度
分
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
。（
表
）

た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す

・�

市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
人

　

例
え
ば
、
平
成
28
年
度
に
市
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
（
社
会
保
険
の
扶
養
で

は
な
く
税
法
上
の
扶
養
）

・�

申
請
後
、
支
給
決
定
ま
で
の
間
に
亡

く
な
っ
た
人

・
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金 

１
人
に
つ
き
３
万
円

　

政
府
の
経
済
政
策
に
よ
る
賃
金
引
き

上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
年
金
受
給

者
を
支
援
す
る
た
め
に
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
１
人
に
つ
き
３
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

支
給
対
象
者
は
、
次
の
２
つ
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人
で
す
。
対
象
者
の
目

安
は
、
診
断
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。（
図
）

①
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

②�

平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
た

人
た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す

　

今
年
の
上
期
に
実
施
し
た
「
高
齢
者

向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）」
を
受
給
し
た
人

申
請
書
は
対
象
者
に

郵
送
し
ま
す

　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
、
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
申
請
書

は
、
平
成
28
年
9
月
下
旬
に
、
対
象
者

と
見
込
ま
れ
る
人
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
診
断
チ
ャ
ー
ト
で
支
給
対
象

者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
10
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
社
会
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

必
要
書
類
と
一
緒
に
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
を
初
め
て
申
請
す

る
人
と
、
昨
年
と
違
う
口
座
に
振
り
込

み
を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
に
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
け
た

人
で
、
同
じ
口
座
に
振
り
込
み
を
希
望

す
る
人
は
、
通
帳
の
写
し
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
期
間

　

9
月
30
日
㈮
～
平
成
29
年
1
月
10
日

㈫
　

申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
支
給

さ
れ
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口

　

市
庁
舎
２
階　

社
会
課
臨
時
窓
口

　

窓
口
で
の
申
請
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
郵
送
に
よ
る
申
請
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
り
込
み
で

支
給
し
ま
す

　

給
付
金
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
口
座
振
り
込
み
は
、
申

２
つ
の
給
付
金
で
低
所
得
者
を
支
援

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
所
得
の
少
な
い
人
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
所
得
の
少
な
い
人
を
支
援
す
る
た
め
に
「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
２
３
３
）

問
い
合
わ
せ

※生活保護基準の２級地（帯広市など）における非課税限度額

表　市民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）
（給与所得者）

区　分 非課税限度額※
（給与収入ベース）

単身 97万円

夫婦 148万円

夫婦子１人 190万3999円

夫婦子２人 235万9999円

（公的年金など受給者）

区　分 非課税限度額※
（年金収入ベース）

単身
65歳以上 152万円

65歳未満 102万円

夫婦
65歳以上 203万円

65歳未満 160万6666円

図 支給対象者診断チャート

生活保護を受けていますか

平成28年5月分の
障害基礎年金・遺族基礎年金などを
受給しましたか

平成28年度分の市民税が課税されている人に扶養されていますか

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
お
よ
び
障
害
・
遺
族
年
金

受
給
者
向
け
給
付
金
の
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん

スタートスタート

いいえいいえ

いいえいいえ

いいえいいえ
高齢者向け給付金
（３万円）は受給しましたか
（平成 28年上期実施分）

はいはい

はいはい

はいはい

はいはい

平成28年度臨時福祉給付金
（3000円）の支給対象と
なる可能性があります

平成28年度臨時福祉給付金
平成28年度臨時福祉給付金（3000円）
および障害・遺族年金受給者向け
給付金（３万円）の支給対象と
なる可能性があります

障害・遺族年金受給者向け給付金
いいえいいえ いいえいいえはいはい

平成28年度分の市民税が課税されましたか平成28年度分の市民税が課税されましたか

“振り込め詐欺”や
“個人情報・マイナンバーの詐欺”に
 注意してください

“振り込め詐欺”や
“個人情報・マイナンバーの詐欺”に
 注意してください

　　市や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニなどの現金
自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。

　　ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら
うことは絶対にできません。

　　市や厚生労働省などが、「各種給付金」を支給するために、
手数料の振り込みを求めることなどは絶対にありません。

不審な電話や郵便、メールがあった場合には、社会
課か警察署（警察相談専用電話（＃９１１０））に連絡
してください。

各種給付金の手続きに便乗した

※給付金の申請にマイナンバーは必要ありません。

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
て
要
件
を
満
た
す
人
は
、
帯
広

市
に
住
民
登
録
が
な
く
て
も
必
要
な
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
、
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま
た
は
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
３
南
３
、十
勝
総
合
振
興
局
内
、

☎
26
・
９
０
２
９
）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
人
も
給
付
対
象
で
す

イメージキャラクター
カクニンジャ
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※１ 減価償却費とは　施設が古くなり価値が減った分を費用として換算したもので、収支に反映されます。この費用は現金の支出を伴わず、新しい施設
を作るときの財源に位置付けられます。※2 インフラ基本計画とは　施設の維持管理・更新などの中長期的な取り組みの方向性を明らかにする計画です。

水
道
事
業
会
計
の
決
算

お
い
し
い
水
道
水
を
作
り

確
実
に
届
け
る

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
44
億

３
２
９
５
万
円
（
前
年
度
比
０
・
１
％

増
）、支
出
は
37
億
２
２
６
４
万
円
（
同

４
・
７
％
減
）
で
、
家
庭
な
ど
か
ら
の

水
道
料
金
収
入
が
増
加
し
た
一
方
で
、

十
勝
中
部
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
購
入

し
た
水
道
水
の
購
入
費
が
減
少
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
収
益
的
収
支
は
７
億

１
０
３
１
万
円
（
同
36
・
１
％
増
）
の

純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
施
設
や
水
道
管
を
整
備
す
る

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
15
億

７
７
９
０
万
円
（
同
11
％
増
）、
支
出

は
34
億
４
０
１
２
万
円
（
同
８
・
９
％

増
）
で
、
収
入
の
不
足
は
収
益
的
収
支

の
減
価
償
却
費
（
※
１
）
な
ど
で
補ほ
て
ん填

し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

汚
れ
た
水
を
集
め
て
き
れ
い
に
す
る

　

収
益
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
52
億

１
７
７
２
万
円
（
前
年
度
比
３
・
３
％

増
）、 

支
出
は
46
億
７
９
８
１
万
円（
同

１
・
３
％
増
）
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
金
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

収
益
的
収
支
は
５
億
３
７
９
１
万
円

（
同
24
％
増
）の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

終
末
処
理
場
や
下
水
道
管
を
整
備
す
る

　

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入
は
13
億

３
８
７
８
万
円
（
同
20
％
減
）、
支
出

は
30
億
５
９
７
０
万
円
（
同
11
・
８
％

減
）
で
、
収
入
の
不
足
は
収
益
的
収
支

の
減
価
償
却
費
な
ど
で
補
填
し
ま
し
た
。

水
道
・
下
水
道
事
業
の

費
用
の
内
訳

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の

水
道
・
下
水
道

　

平
成
27
年
度
の
決
算
は
、
水
道
、
下

水
道
事
業
と
も
に
純
利
益
を
計
上
す
る

な
ど
、
健
全
な
状
況
を
維
持
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
は
人
口
が
減
少
し

使
用
量
が
減
少
す
る
一
方
、
多
く
の
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
健
全
な
企
業
経
営
の
も
と
、

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
上
下
水
道
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た

イ
ン
フ
ラ
基
本
計
画

を
策
定
し
、
計
画
的

な
施
設
の
更
新
や
、

災
害
に
強
い
施
設
づ

く
り
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

平
成
27
年
度

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算

災
害
に
強
く
、
い
つ
で
も
安
全
に
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

上
下
水
道
を
目
指
し
て

　
決
算
は
９
月
23
日
か
ら
開
催
の
定
例
市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
部
総
務
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
１
２
）

問
い
合
わ
せ

帯広市上下水道部キャラクター
ミナモくん

漏水・メーターの修理、
施設の修理や電気料
などの維持管理費
37円70銭（16.9％）

漏水・メーターの修理、
施設の修理や電気料
などの維持管理費
37円70銭（16.9％）減価償却費

70円77銭
（31.7％）

減価償却費
70円77銭
（31.7％）

借入金利息
23円36銭
（10.5％）

借入金利息
23円36銭
（10.5％）

職員給与費
24円43銭
（11.0％）

職員給与費
24円43銭
（11.0％）

十勝中部広域水道企業団
からの水道水の購入費
66円74銭（29.9％）

十勝中部広域水道企業団
からの水道水の購入費
66円74銭（29.9％）

下水道管の清掃や修理、
施設の修理や電気料
などの維持管理費
60円2銭（43.8％）

下水道管の清掃や修理、
施設の修理や電気料
などの維持管理費
60円2銭（43.8％）減価償却費

49円58銭
（36.2％）

減価償却費
49円58銭
（36.2％）

借入金利息
22円99銭
（16.8％）

借入金利息
22円99銭
（16.8％）

職員給与費 4円41銭
（3.2％）
職員給与費 4円41銭
（3.2％）

給水原価

水道水を作り、届けるための費用
１㎥当たり ２２３円

下水を処理するための費用
１㎥当たり １３７円

汚水処理原価

減価償却費
12億3949万円
（33.3％）

維持管理費
4億8617万円
（13.1％）

職員給与費
3億5863万円
（9.6％）
借入金利息
3億4263万円
（9.2％）
その他
2億3854万円
（6.4％）

純利益（税込み）
7億1031万円

水道水の購入費
10億5718万円
（28.4％）

支 出
37億2264万円

収 入
44億3295万円

水道料金
37億9629万円
（85.6％）

その他
6億3666万円
（14.4％）

収 入
15億7790万円

借入金
15億3220万円
（97.1％）

一般会計
負担金

4253万円
（2.7％）

水道布設工事や
メーター設置
経費など
24億2889万円
（70.6％）

借入金の
元金返済
10億1123万円
（29.4％）

支 出
34億4012万円

補助金
317万円
（0.2％）

収支不足額
18億6222万円

資本的収支

水道施設の建設や水道管を整備、
更新するための収入と支出

収益的収支

水道水を作り、届けるための
収入と支出

▼
稲
田
浄
水
場
設
備
機
器
の
更
新

（
平
成
27
～
29
年
度
）
▼
南
町
配

水
場
の
改
築（
平
成
25
～
27
年
度
）

▼
中
島
配
水
区
の
水
道
管
の
整
備

▼
新
た
な
水
道
管
の
整
備
や
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
更
新
▼
中
長
期

的
な
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮
し
た

イ
ン
フ
ラ
基
本
計
画
（
※
２
）
の

策
定
―
な
ど

耐震・防寒性能に優れた
水道管（橋梁添架管）の整備

水
道
事
業
の
主
な
取
り
組
み

資本的収支

終末処理場の建設や下水道管を
整備、更新するための収入と支出

収益的収支

汚れた水を集めてきれいに
するための収入と支出

▼
新
た
な
下
水
道
管
の
整
備
や
老

朽
化
し
た
下
水
道
管
の
更
新
▼
路

面
陥
没
の
未
然
防
止
に
向
け
た
地

中
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
空
洞
調
査
▼

帯
広
川
下
水
終
末
処
理
場
中
央
監

視
装
置
の
更
新
（
平
成
25
～
27
年

度
）
▼
中
長
期
的
な
財
政
状
況
な

ど
を
考
慮
し
た
イ
ン
フ
ラ
基
本
計

画
の
策
定
―
な
ど

下水道管（老朽管）の更新

下
水
道
事
業
の
主
な
取
り
組
み

収 入
52億1772万円

下水道使用料
29億1691万円
（55.9％）

維持管理費
12億9396万円
（27.6％）

一般会計負担金
・補助金

9億7484万円
（18.7％）

減価償却費
22億7310万円
（48.6％）

その他
13億2597万円
（25.4％）

借入金利息
6億5860万円
（14.1％）

純利益（税込み）
5億3791万円

支 出
46億7981万円

その他 
3億3338万円
（7.1％）

職員給与費
1億2077万円
（2.6％）

借入金の
元金返済
22億4229万円
（73.3％）

借入金
9億450万円
（67.6％）

国庫補助金
2億4191万円
（18.1％）

一般会計
負担金・補助金
1億8779万円
（14.0％）

その他
458万円
（0.3％）

収支不足額
17億2092万円 下水道施設工事

や終末処理場設
備更新経費など
8億1731万円
（26.7％）
その他 10万円

（0.0％）

収 入
13億3878万円

支 出
30億5970万円

下
水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ス
イ
ス
イ



◆6◆広報おびひろ平成28年10月号

法テラス無料法律相談会 借金の問題、家庭の問題、職場の問題など、生活上の法律相談に弁護士・司法書士が応じます。 日11月9日（水）、13時～
16時の間で1人30分間　場市庁舎（西5南7） 定先着24人 申・問10月24日（月）～11月4日（金）までに、法テラス釧路（☎050・3383・5567）へ。

一
般
会
計
の
収
支

　

平
成
27
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

８
３
７
億
３
６
２
０
万
円
、
歳
出
が
８

２
８
億
９
３
３
４
万
円
、
差
引
額
が
８

億
４
２
８
６
万
円
で
し
た
。（
図
１
）

　

差
引
額
に
は
、
平
成
27
年
度
中
に
事

業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
28

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
４
６

１
万
円
も
含
む
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
除

い
た
実
質
的
な
黒
字
額
は
８
億
３
８
２

５
万
円
で
し
た
。（
表
１
）

歳
入
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年

度
に
比
べ
て
道
支
出
金
な
ど
が
増
加
し

た
も
の
の
、
市
債
や
国
庫
支
出
金
が
大

き
く
減
少
し
た
ほ
か
、
市
税
や
諸
収
入

な
ど
も
減
少
し
た
た
め
、
総
額
で
は
約

24
億
７
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
市
の
長
期
的
な
借
金
で
あ
る
市

債
が
前
年
よ
り
も
約
25
億
９
０
０
０
万

円
減
少
し
た
の
は
、
公
共
施
設
建
設
な

ど
の
大
規
模
な
投
資
的
事
業
が
減
少
し

た
た
め
で
、
国
庫
支
出
金
は
、
介
護
保

険
施
設
な
ど
の
整
備
補
助
を
行
う
地

域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事
業
を
実
施

し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
約
５
億
５

０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
前
年

度
に
比
べ
、
民
生
費
や
商
工
費
な
ど
が

増
加
し
た
一
方
で
、
教
育
費
や
公
債
費

な
ど
が
減
少
し
た
た
め
、
総
額
で
は
約

24
億
６
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
中
で
も
、
教
育
費
は
平
成
26
年

度
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事

「
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
消
防
広
域
化
に
向
け
た
消
防
救
急
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
高
機
能
指
令
セ
ン

タ
ー
の
整
備
▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

更
新
▽
町
内
会
の
防
犯
灯
に
対
す
る
設

置
補
助
―
な
ど

「
健
康
で
や
す
ら
ぐ
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
給
付
▽
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
を
配
置
▽
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
に
向
け
た
私
立
幼
稚
園
の
整
備
補
助

▽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
伴

う
小
規
模
保
育
、
事
業
所
内
保
育
へ
の

給
付
▽
平
成
28
年
度
よ
り
学
校
内
に
移

転
す
る
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設
準

備
―
な
ど

「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
玉
ね
ぎ
選
別
貯
蔵
施
設
の
整
備
補
助

▽
堆
肥
の
成
分
を
評
価
す
る
分
析
法
の

検
証
▽
和
牛
生
産
者
の
組
織
化
を
支
援

▽
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
を
目
指
す
企
業
の

施
設
整
備
な
ど
を
支
援
▽
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
▽
地
元
農
作
物
を
原

料
と
す
る
機
能
性
素
材
を
活
用
し
た
商

品
開
発
の
支
援

▽
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
情
報
発
信
や

首
都
圏
で
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

▽
旧
ホ
テ
ル
み
の
や
の
再
活
用
事
業
を

支
援
▽
十
勝
の
食
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催
支
援
▽

十
勝
の
魅
力
を
生
か
し
た
体
験
・
滞
在

型
観
光
を
推
進
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の

造
成
―
な
ど

業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
約

28
億
７
０
０
０
万
円
の
大
き
な
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
債
の
返
済
な

ど
に
充
て
る
公
債
費
で
約
７
億
２
０
０

０
万
円
、
道
路
の
新
設
や
改
良
の
た
め

の
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
土
木
費
で
約
６
億
５
０
０
０
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
収
支

　

市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
会
計
や
介
護
保
険
会
計
、

ば
ん
え
い
競
馬
会
計
な
ど
、
全
部
で
９

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

特
別
会
計
は
、
利
用
者
が
負
担
す
る

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
が
主
な
財
源
で
、

収
入
と
支
出
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た

め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

市
の
決
算
と
財
政
状
況

平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
と
主
な
取
り
組
み

　
決
算
は
９
月
23
日
か
ら
開
催
の
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
の
平
成
27
年
度
決
算
は
、
５
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
６
）

問
い
合
わ
せ

総額837億3620万円
〔24億6979万円⇩〕

歳 

入
総額828億9334万円歳 

出 〔24億6219万円⇩〕

市税   217億1740万円市税   217億1740万円
市民や法人が納めた税金
〔8420万円⇩〕
市民や法人が納めた税金
〔8420万円⇩〕

国庫支出金   137億6262万円国庫支出金   137億6262万円
国からの補助金など
〔5億5412万円⇩〕
国からの補助金など
〔5億5412万円⇩〕

道支出金   51億1322万円道支出金   51億1322万円
道からの補助金など
〔5億4639万円⬆〕
道からの補助金など
〔5億4639万円⬆〕

民生費   311億6105万円民生費   311億6105万円
福祉や生活保護など
〔3億3052万円⬆〕
福祉や生活保護など
〔3億3052万円⬆〕

教育費   63億8641万円教育費   63億8641万円
学校教育や生涯学習
〔28億7415万円⇩〕
学校教育や生涯学習
〔28億7415万円⇩〕

その他   36億6917万円その他   36億6917万円
議会費など〔2億5250万円⇩〕議会費など〔2億5250万円⇩〕

衛生費   46億3034万円衛生費   46億3034万円
予防接種やごみ処理など〔514万円⇩〕予防接種やごみ処理など〔514万円⇩〕

差し引き 8億4286万円差し引き 8億4286万円

※〔  〕内は前年度比　※歳出の各項目には、関係する職員の給与費を含めています。

地方交付税   150億6293万円地方交付税   150億6293万円
国から交付されたお金
〔406万円⇩〕
国から交付されたお金
〔406万円⇩〕

諸収入   123億3017万円諸収入   123億3017万円
貸付金返還金や給食費など
〔2億4443万円⇩〕
貸付金返還金や給食費など
〔2億4443万円⇩〕

市債   63億7826万円市債   63億7826万円
長期的な借金〔25億8932万円⇩〕長期的な借金〔25億8932万円⇩〕

公債費   87億3439万円公債費   87億3439万円
借りたお金の返済金
〔7億1933万円⇩〕
借りたお金の返済金
〔7億1933万円⇩〕

商工費   101億8311万円商工費   101億8311万円
産業、観光などの振興
〔9億1348万円⬆〕
産業、観光などの振興
〔9億1348万円⬆〕

土木費   58億5648万円土木費   58億5648万円
道路や公園などの整備
〔6億5084万円⇩〕
道路や公園などの整備
〔6億5084万円⇩〕

総務費   45億7061万円総務費   45億7061万円
庁舎管理や防災など〔3億7100万円⬆〕庁舎管理や防災など〔3億7100万円⬆〕

消防費   39億6642万円消防費   39億6642万円
消防や救急など〔4173万円⬆〕消防や救急など〔4173万円⬆〕

農林水産業費   37億3536万円農林水産業費   37億3536万円
農業振興や土地改良事業など〔3億8304万円⬆〕農業振興や土地改良事業など〔3億8304万円⬆〕

その他   93億7160万円その他   93億7160万円
施設の使用料や財産収入など
〔4億5995万円⬆〕
施設の使用料や財産収入など
〔4億5995万円⬆〕

表１　一般会計と特別会計の決算
会計区分 歳入 歳出 翌 年 度 繰 越

事 業 財 源 実質収支
一般会計 837億3620万円 828億9334万円 461万円 8億3825万円

特
別
会
計

国民健康保険会計 208億6909万円 207億  953万円 ― 1億5956万円
後期高齢者医療会計 20億9155万円 20億1631万円 ― 7524万円
介護保険会計 130億4340万円 127億3983万円 ― 3億  357万円
中島霊園事業会計 6064万円 6064万円 ― ―
簡易水道事業会計 5401万円 5375万円 ― 26万円
農村下水道事業会計 1億1602万円 1億1602万円 ― ―
ばんえい競馬会計 152億3926万円 151億7029万円 ― 6897万円
駐車場事業会計 9954万円 9954万円 ― ―
空港事業会計 5億7687万円 5億7687万円 ― ―

合　　計 1358億8658万円 1344億3612万円 461万円 14億4585万円

図１　一般会計の歳入・歳出

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
主
な
施
策

「
第
六
期
総
合
計
画
」
の
体
系
に
基
づ
き
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「とかち帯広和牛生産改良組合」が発足

平成28年度より10カ所の
児童保育センターが学校内に移転

「とかちマルシェ」には
過去最多の約8万人が来場

新しい消防ポンプ自動車を
南出張所に配備



◆7 ◆ 広報おびひろ 平成28年10月号

北海道女性の活躍支援センター出張相談会　女性を対象に、起業や仕事の悩みなどの相談に女性起業支援の専門家が応じます。 日11月1日（火）、13
時50分～15時30分 場十勝総合振興局（東３南３） 定先着5人 申・問10月28日（金）までに、北海道女性の活躍支援センター（☎011・204・5711）へ。

帯
広
市
の
財
政
状
況

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較
す
る
資

料
に
、
健
全
化
判
断
比
率
と
財
務
諸
表

が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
が
示
す

財
政
の
健
全
さ

　

自
治
体
全
体
の
財
政
状
況
を
把
握
し

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
し
て
定
め
、
公
表
す
る

こ
と
が
各
自
治
体
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計
（
※
１
）
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し

て
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を

示
す
指
標
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

こ
れ
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
含

め
た
指
標
が
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

で
す
。
い
ず
れ
の
指
標
も
、
平
成
27
年

度
は
黒
字
決
算
の
た
め
、
比
率
は
算
出

さ
れ
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会
計
な

ど
が
負
担
す
る
長
期
の
借
入
金
の
返
済

や
、
そ
れ
に
準
ず
る
支
出
が
、
市
の
標

準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標
で
す

（
過
去
３
カ
年
平
均
）。家
計
に
例
え
る

と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
年
間
返
済
額

が
年
収
に
占
め
る
割
合
に
な
り
ま
す
。

（
図
２
）

　

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計
な
ど

が
抱
え
る
実
質
的
な
負
債
の
残
高
が
、

市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標

で
す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
借
入
金
の
残
高
が
、
現
在
の

年
収
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
を
示

す
割
合
に
な
り
ま
す
。（
図
３
）

　

市
の
平
成
27
年
度
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
比
率
は
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
エ
コ
カ
ー
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
公

用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
▽
生
ご
み

の
循
環
利
用
促
進
に
向
け
た
基
礎
調
査

▽
緑
ヶ
丘
公
園
に「
モ
デ
ル
ガ
ー
デ
ン
」

を
造
成
▽
園
路
の
段
差
解
消
や
多
目
的

ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
に
よ
る
公
園
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
―
な
ど

「
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
舗
装
、
標
識
な
ど
の
道
路
ス
ト
ッ
ク

の
点
検
▽
南
町
地
区
（
西
側
）
の
字
名

改
正
▽
空
港
滑
走
路
の
路
面
劣
化
状
況

調
査
、
エ
プ
ロ
ン
拡
張
に
向
け
た
基
本

設
計
▽
空
港
保
安
検
査
場
の
増
設
な
ど

に
対
す
る
補
助
―
な
ど

「
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
小
学
校
屋
内
プ
ー
ル
つ
り
天
井
の
落

下
防
止
対
策
▽
緑
丘
小
学
校
の
校
舎
温

水
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
▽
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
推
進
▽
中
学
校
、
南
商
業
高

校
の
机
・
椅
子
を
更
新
▽
こ
ど
も
学
校

応
援
地
域
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設

▽
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催

補
助

▽
百
年
記
念
館
展
示
室
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
▽
新
た
な
総
合
体
育
館
の
整
備
に
向

け
た
実
施
方
針
な
ど
の
策
定
準
備
▽
帯

広
の
森
第
二
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
整
氷
車

の
更
新
―
な
ど

「
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
お
び
ひ
ろ
女
性
活
躍
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
▽
（
仮
称
）
清
流
の
里
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
用
地
取
得
、

実
施
設
計
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
耐

震
化
―
な
ど

「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
「
帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
帯
広

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
▽
公
共
施
設
白
書
の
公
表
、

「（
仮
称
）
帯
広
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
」
策
定
に
向
け
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
▽

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
）
導
入
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

改
修
、
庁
内
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
―

な
ど

（
※
２
）
を
下
回
っ
て
い
る
ほ
か
、
借

入
残
高
の
減
少
な
ど
か
ら
前
年
度
よ
り

も
改
善
し
て
い
ま
す
。

※
１　

普
通
会
計

　

全
国
の
自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較

す
る
た
め
の
会
計
の
基
準
で
す
。
帯
広

市
で
は
一
般
会
計
に
中
島
霊
園
事
業
会

計
と
空
港
事
業
会
計
を
加
え
た
も
の
で

す
。

※
２　

早
期
健
全
化
基
準

　

財
政
破
綻
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
危
険
水
準
を
表
し
た
も
の
で
す
。

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
一
つ

で
も
基
準
値
を
上
回
る
と
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

企
業
会
計
の
視
点
か
ら
見
た

帯
広
市
財
政

　

現
行
の
現
金
主
義
に
よ
る
会
計
処
理

を
補
完
す
る
た
め
、
民
間
の
企
業
会
計

的
な
発
生
主
義
や
複
式
簿
記
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
「
貸
借
対
照
表
」「
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
」「
純
資
産
変
動
計
算

書
」「
資
金
収
支
計
算
書
」
の
４
つ
の

財
務
諸
表
を
1
年
遅
れ
で
作
成
し
て
い

ま
す
。
財
務
諸
表
で
は
、
公
正
な
評
価

に
よ
る
資
産
や
負
債
の
蓄
積
状
況
の
ほ

か
、
減
価
償
却
費
な
ど
実
際
に
現
金
の

支
出
を
伴
わ
な
い
隠
れ
た
コ
ス
ト
も
把

握
し
、
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
借
対
照
表
か
ら
見
た
財
政
状
況

　

４
つ
の
財
務
諸
表
の
う
ち
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
貸
借
対
照
表
を

見
る
と
、
市
が
所
有
し
て
い
る
施
設
な

ど
の
資
産
価
値
や
、
こ
れ
か
ら
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
債
な
ど
の
負

債
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
が
分
か
り

ま
す
（
表
２
）。
市
民
１
人
当
た
り
に

計
算
す
る
と
、
資
産
は
約
２
１
８
万

円
、
負
債
は
約
64
万
円
、
純
資
産
は
約

１
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
務
諸
表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
公
表
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の
財
政

　

帯
広
市
の
財
政
は
、
平
成
27
年
度
も

黒
字
決
算
と
な
っ
た
ほ
か
、
健
全
化
判

断
比
率
も
改
善
し
て
い
る
な
ど
、
健
全

な
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、
国
か

ら
の
交
付
税
は
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、

今
後
の
財
政
見
通
し
は
決
し
て
楽
観
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
将
来
を
見
据
え
、
事

業
の
選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
核
と
す

る
各
種
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

表2　平成26年度帯広市普通会計財務諸表

図2　実質公債費比率の推移 図3　将来負担比率の推移

貸借対照表（バランスシート）……市が所有している施設などの資産価値やこれから返済しなければ
ならない地方債などの負債、すでに返済を終えた純資産がどの程度あるか表したもの
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早期健全化基準 帯広市 早期健全化基準 帯広市

平成27年度　 8.9％ 平成27年度　 105.3％

資産の部（年度末に所有している資産の価値） 負債の部（これから返済していく金額）
平成26年度 平成26年度

１
金
融
資
産

（1）資金 8億5046万円 １
流
動
負
債

（1）賞与引当金 5億2479万円

（2）債権
　未収金、貸付金など 30億4307万円 （2）地方債（短期）等

　翌年度償還予定地方債など 75億8730万円

（3）有価証券 2億7483万円 ２
非
流
動
負
債

（1）地方債
　翌々年度以降償還予定地方債 899億4896万円

（4）投資等
　出資金、基金・積立金など 165億6650万円

（2）借入金 0円

（3）引当金等
　退職手当引当金など 97億9957万円

２
非
金
融
資
産

（1）事業用資産
　�庁舎、学校、保育所、体育施設、

市営住宅など
1338億7562万円

負債合計 1078億6062万円

純資産の部（これまでに返済を終えた金額）
平成26年度

（2）インフラ資産
　道路、公園など 2114億4353万円 純資産合計 2581億9339万円

資産合計 3660億5401万円 負債・純資産合計 3660億5401万円

市民一人当たり換算（平成26年度末の住民基本台帳人口で換算）
資産の部 平成26年度 負債の部 平成26年度

資金 5055円 流動負債 4万8220円

債権 1万8089円 非流動負債 59万2922円

有価証券 1633円 負債合計 64万1142円

投資等 9万8474円 純資産の部 平成26年度
非金融資産 205万2637円 純資産 153万4746円

資産合計 217万5888円 負債・純資産合計 217万5888円

年度末人口 16万8232人

全国中学校サッカー大会の開催

おびひろ女性活躍推進フォーラムの開催
個人番号カードは引き続き
市庁舎水道棟3階で交付中
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10月1日～7日は平成28年度全国労働衛生週間です　この機会に、皆さんの職場における労働衛生意識の高揚を図るとともに、作業環境や作業
方法の点検改善、健康診断結果による保健指導などを実施しましょう。　問帯広労働基準監督署安全衛生課（☎22・8100）

　

保
育
所
（
園
）
や
児
童
保
育
セ
ン
タ

ー
は
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
、
出
産

な
ど
で
、
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
で
き

な
い
と
き
に
、
代
わ
っ
て
保
育
を
し
ま

す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
新
規
入
所
の

申
し
込
み
を
、
11
月
１
日
㈫
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
受
け
付
け
は
、
施
設
ご
と

の
受
付
日
に
行
う
の
で
、
入
所
案
内
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
案
内
は
、
10
月
３
日
㈪
か
ら
、

こ
ど
も
課
と
各
保
育
所
（
園
）、
児
童

保
育
セ
ン
タ
ー
、
川
西
・
大
正
支
所
で

配
布
し
ま
す
。

保
育
所
（
園
）【
表
１
】

対
象　

生
後
57
日
目
～
就
学
前
の
幼

児
（
０
歳
児
は
乳
児
保
育
実
施
保
育
所

（
園
）
の
み
）

受
付
日
時　

第
１
希
望
の
保
育
所（
園
）

の
受
付
日
の
９
時
～
17
時
（
各
保
育
所

（
園
）
の
受
付
日
は
、
入
所
案
内
に
記

載
し
て
い
ま
す
）

へ
き
地
保
育
所
【
表
２
】

対
象　

へ
き
地
保
育
所
が
あ
る
地
域
に

在
住
の
満
１
歳
～
就
学
前
の
幼
児

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
の
７
時
45

分
～
18
時
に
、
利
用
し
た
い
保
育
所
へ

事
前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

将
来
、
小
規
模
特
認
校
（
清
川
・
愛

国
小
学
校
）
へ
の
通
学
を
希
望
す
る
場

合
は
、
清
川
・
愛
国
保
育
所
で
入
所
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
（
学
童
保
育
）

【
表
３
】

対
象　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
の
13
時
～

18
時（
土
曜
日
は
７
時
45
分
～
18
時
）に
、

各
通
学
区
域
の
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
へ

事
前
に
連
絡
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

分
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
児
童
保
育

セ
ン
タ
ー
は
、
住
所
や
学
年
な
ど
で
通

所
先
を
区
分
け
し
て
い
る
の
で
、
入
所

案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
日
に
申
し
込
み
が

で
き
な
い
と
き
は

　

へ
き
地
保
育
所
を
除
く
保
育
所
は
、

11
月
18
日
㈮
～
30
日
㈬
の
間
に
、
①
こ

ど
も
課
と
、
②
す
ず
ら
ん
保
育
所
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

場
所
・
時
間　

①
こ
ど
も
課
（
祝
日
を

除
く
月
～
土
曜
日
、
８
時
45
分
～
17
時

30
分
）、
②
す
ず
ら
ん
保
育
所
（
月
～

金
曜
日
、
９
時
～
17
時
）

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
【
表
４
】

　

詳
細
は
各
幼
稚
園
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
入

園
の
受
け
付
け
は
、
11
月
１
日
㈫
に
各

幼
稚
園
な
ど
で
行
い
ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育

所
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
の

入
所
申
し
込
み

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け

　
10
月
３
日
か
ら
配
布
す
る
入
所
案
内
を
必
ず
確
認
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
５
８
）

問
い
合
わ
せ

夜間の保育

表1　保育所（園） （50音順）

区分 保育所（園）名 乳 住　所 電話番号
公 青葉保育所 ○ 西３南25-16 22・3453
私 あけぼの保育園 ○ 西25南1-14 37・3200
私 あじさい保育園 ○ 東９南19-１ 25・4510
公 あやめ保育所 ○ 西17南３-39 35・3527
私 稲田保育園 ○ 西15南40-２ 48・2206
私 おひさま保育園 ○ 東1南23-２ 24・1078
公 帯広保育所 ○ 東３南11-13 23・5429
私 帯広南町保育園 ○ 南の森東２-８ 48・6171
私 こでまり保育園 ○ 西14北２-１ 38・2324
私 栄保育園 ○ 西17北２-30 34・5238
私 さくら保育園 ○ 公園東町４-７ 22・1881
公 すずらん保育所 ○ 柏林台西町５-１ 36・2389
私 つばさ保育所 ○ 西22南３-13 33・6111
私 鉄南保育園 ○ 西９南14-２ 24・5059
私 ときわの森保育所 ○ 西16南５-22 35・4292
公 日赤東保育所 ○ 東10南８-１ 23・7415
公 ひばり保育所 ○ 西８北５-６ 24・2763
私 藤花保育園 ○ 西６南２-11 24・6702
公 豊成保育所 ○ 清流東１-７ 48・6630
公 松葉保育所 西23南１-129 37・5841
公 緑ヶ丘保育所 緑ヶ丘東通東27 24・4449
私 みのり保育園 ○ 西22南４-11 33・7360
私 森の子保育園 ○ 大空町１-12 47・6670
私 やまびこ保育所 ○ 西19南４-32 33・9290
公 依田保育所 依田町５-４ 25・1002
私 012青い鳥保育園※ ○ 西20南５-７ 41・5415
私 ひなたぼっこ保育園※ ○ 西15北２-１ 67・6881

私立保育所（園）　乳：乳児保育　※０～２歳児のみ

表2　へき地保育所
保育所名 住　所 電話番号

川西保育所 川西町西２線59 59・2756

富士保育所 富士町西３線53 64・5877

清川保育所 清川町西２線125 60・2029

広野保育所 広野町西３線149 60・2612

ことぶき保育所 昭和町東１線108 64・5253

愛国保育所 愛国町基線37 64・4330

表3　児童保育センター（学童保育）

表4　幼稚園・認定こども園

センター名 住　所 電話番号
東 依田町１-１ 23・9373
柏 東７南９-１ 22・6373
柏分室 柏小学校内 080・8291・3195
光南 東７南21-１ 25・3837
光南分室 光南小学校内 080・8299・1570
青葉 西３南24-２ 22・6372
青葉分室 西６南22-１ 23・3617
北栄 西11南２-11

36・3673
北栄分室 北栄小学校内
栄 西17北１-44

34・9131
栄分室 栄小学校内
啓親 西14北７-４

35・6854
啓親分室 啓北小学校内
中央 西７南12-11 22・8539
花園 公園東町３-８ 27・2502
緑ヶ丘 西14南17-１ 23・4923
緑ヶ丘分室 緑ヶ丘１条通２-３ 21・8660
緑ヶ丘第2分室 緑ヶ丘小学校内 23・4923
柏林台 柏林台南町６-１ 33・1153
柏林台分室 啓西小学校内 090・2872・9617

園　名 住所 電話番号
帯広の森幼稚園 南町南８線46 48・8528
つつじが丘幼稚園 西25南３-９ 37・4000
第一いずみ幼稚園 東10南13-１ 22・6818
帯西幼稚園 西22南４-26 33・7628
帯広ひまわり幼稚園 西12南30-１ 48・5151
帯広第二ひまわり幼稚園 西15南41-11 48・1356
帯広わかば幼稚園 西17南５-30 34・6606
帯広幼稚園 西21南３-22 35・7122
帯広聖公会幼稚園 西８南12-３ 24・3771
つくし幼稚園 西16南28-3 48・3663
柏林台カトリック幼稚園 柏林台中町１-６ 34・4557
帯広藤幼稚園 東４南14-１ 23・3604
帯広東幼稚園 東３南７-１ 26・1570

センター名 住　所 電話番号
若葉 若葉小学校内 36・2259
若葉分室 わかば幼稚園内 34・9800
広陽 西19南３-20

33・5235
広陽分室 広陽小学校内
明和 西19南４-34

33・4640
明和分室 明和小学校内
西 西23南１-125 37・2755
開西 西22南３-14 34・3505
森の里 西22南４-12 35・1499
つつじが丘 西24南３-40 37・5040
豊成 清流西1-１ 48・3622
豊成分室 豊成小学校内 080・3233・6056
大空 大空小学校内 47・0411
稲田 西15南36-１ 48・9584
稲田分室 第二ひまわり幼稚園内 48・1360
大正 大正小学校内 64・2121
川西 川西小学校内 59・2130
広野 広野小学校内 60・2202
愛国 愛国町基線23-２ 64・4580
清川 清川町西２線128 60・2890

　すいせい保育所・児童保育センターでは、14時
～翌日１時まで保育しています。
対　　象…生後57日目～小学生
申込受付…�詳細を入所案内で確認して、すいせい

保育所・児童保育センター（西２南６、
☎22・3241）へ。

認定こども園
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

会
員
相
互
の
信
頼
関
係
を
も
と
に
、
子

育
て
を
地
域
で
お
手
伝
い
し
合
う
会
員

組
織
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
会
員
登
録
し
た
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
「
し
て
ほ
し
い
人
」（
利

用
会
員
）
が
、
子
ど
も
の
預
か
り
な
ど

サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
時
に
、
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
「
し
た
い
人
」（
提
供

会
員
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

提
供
会
員
を
募
集

　

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員

に
な
る
た
め
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必

要
で
す
。（
登
録
無
料
）

対
象　

20
歳
以
上
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
を

受
講
で
き
る
人

※
利
用
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
を
預
か
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

　

資
格
、
経
験
、
性
別
は
一
切
問
い
ま

せ
ん
。
提
供
会
員
育
成
講
習
会
を
受
講

す
る
こ
と
で
不
安
な
く
活
動
で
き
ま
す
。

　

講
習
会
は
、
一
度
に
全
部
受
講
し
な

く
て
も
、
最
初
に
５
項
目
の
基
礎
講
習

を
都
合
に
合
わ
せ
て
受
講
す
る
こ
と

で
、
提
供
会
員
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

（
表
）

講
習
会
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

10
月
24
日
㈪
ま
で
に
、
帯
広
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
西
20
南
５
、

ぷ
れ
い
お
ん
・
と
か
ち
内
、
☎
66
・
４

２
８
５
）
へ
。

　
す
べ
て
の
講
習
を
受
講
で
き
る

か
不
安
で
し
た
が
、
子
育
て
の
経

験
が
な
い
私
に
も
、
講
師
が
内
容

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

て
無
事
に
終
了
で
き
ま
し
た
。

　
講
習
は
、
子
ど
も
の
心
や
体
の

発
達
、
子
ど
も
の
世
話
や
遊
び
な

ど
基
礎
的
な
も
の
か
ら
、
子
ど
も

の
障
害
や
虐
待
な
ど
、
と
て
も
充

実
し
た
講
座
が
満
載
で
、
講
習
を

通
し
て
得
た
知
識
が
活
動
の
自
信

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
預
か
っ
た
お
子
さ
ん
が
懐
い
て
、

甘
え
て
く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
育
て

の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
、
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
の

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

帯
広
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
０
０
）

問
い
合
わ
せ

表　提供会員育成講習会

「講習が活動の自信に」
提供会員　深澤 優子さん

日　時 内　容

10月27日（木）

10時15分～10時30分 オリエンテーション・スタッフ紹介

10時30分～11時30分 ★帯広市の子育て支援

11時30分～12時30分 ★ファミリーサポートセンターの概要

13時30分～15時30分 安全・事故・心肺蘇生（実技）

28日（金）
10時～12時 子どもの食生活とアレルギー・軽食

づくり

13時～14時30分 身体の発達と病気

31日（月）
10時～12時 ★小児看護の基礎知識

13時～14時30分 ★子どもの世話

11月1日（火）
10時～12時 子どもの障害

13時～15時 心の発達と保育者の関わり

2日（水）

10時～11時 安全・事故・心肺蘇生（講話）

11時～12時 子どもの虐待と社会的養護

13時～15時 子どもの遊び・おもちゃ

4日（金）
10時～12時 保育の心

13時～16時 ★�子育て支援サービスを提供するた
めに

広 告

　

10
月
10
日
は
体
育
の
日
で
す
。

　

１
９
６
４
年
の
こ
の
日
に
行
わ
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
を
記

念
し
、「
国
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

健
康
な
心
身
を
培
う
日
」
と
し
て
、
国

民
の
祝
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ま
た
、

国
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
は
、
勝
ち
負
け
の
結

果
よ
り
も
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
選
手

の
姿
勢
や
そ
の
裏
に
あ
る
ひ
た
む
き
な

努
力
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
選
手
そ
れ

ぞ
れ
の
道
の
り
を
評
価
す
る
内
容
が
多

く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
の

数
や
色
な
ど
の
結
果
を
重
視
し
て
い
た

風
潮
と
は
違
い
、
報
道
も
競
技
を
終
え

た
選
手
た
ち
の
笑
顔
や
涙
の
奥
に
あ
る

物
語
を
理
解
し
、
応
援
す
る
側
で
あ
る

私
た
ち
も
、
あ
る
種
の
「
納
得
感
」
を

も
っ
て
選
手
た
ち
に
拍
手
を
送
っ
て
い

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

｢

試
合
と
い
う
字
の
意
味
を
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か｣

。
先
日
、
市
内
で

行
わ
れ
た
全
道
高
校
剣
道
大
会
の
開
会

式
で
審
判
長
が
こ
う
切
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
試
合
と
は
、
試
し
合
う
と
い
う
こ

と
。
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
試
す
の

が
試
合
で
す
。
勝
ち
負
け
が
問
題
な
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
ど
ん
な
に

素
振
り
を
し
て
も
、
ど
れ
だ
け
上
達
し

た
か
は
分
か
ら
な
い
。
試
し
合
う
相
手

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
試
す
相
手
と

場
所
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
試

合
の
前
後
に
礼
を
す
る
の
で
す｣

。私
は
、

こ
の
挨
拶
に
、
競
技
者
が
互
い
を
尊
重

し
、
心
・
技
・
体
を
磨
き
合
う
武
道
の

本
質
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

勝
ち
負
け
な
ど
の
結
果
ば
か
り
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
を
通
じ
て
道
を

極
め
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
価
値
を
置

く
。
一
人
の
力
で
は
な
し
得
な
い
こ
と

も
、
他
者
が
い
る
こ
と
で
共
振
や
共
鳴
、

共
感
が
生
ま
れ
、
納
得
感
の
あ
る
結
果

へ
と
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、

ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
に
も
相
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政

の
み
、
市
民
の
み
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
多
く
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
、
高

め
合
い
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
、
前
に
進

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
必
要
な

の
は
、
共
に
歩
む
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る

人
々
の
信
頼
感
と
納
得
感
で
は
な
い
か
。

リ
オ
の
余
韻
が
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
そ
ん

な
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
十
勝
・
帯
広
の
秋
を
盛

り
上
げ
る
第
５
回
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か

ち
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
日

に
は
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
沿
道
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

体育の日に思うこと

おびひろ
夢かなうまち

★印は基礎講習
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職
員
数

　

行
財
政
改
革
や
業
務
の
見
直
し
を
通

し
て
、
適
正
な
職
員
数
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
（
表
１
・
２
）。
ま
た
、
年
齢
構

成
の
平
準
化
や
技
術
継
承
の
た
め
、
計

画
的
な
採
用
と
定
年
退
職
者
の
再
任
用

制
度
（
※
１
）
を
活
用
す
る
ほ
か
、
今

後
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
弾
力
的

に
対
応
す
る
た
め
、
任
期
付
職
員
制
度

（
※
２
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用
と
退
職

　

平
成
27
年
度
の
職
員
採
用
者
数
は
83

人
で
正
規
職
員
が
57
人
、
再
任
用
職
員

が
21
人
（
う
ち
短
時
間
勤
務
が
8
人
）、

任
期
付
職
員
が
5
人
（
短
時
間
勤
務
の

み
）
で
す
。

　

正
規
職
員
の
退
職
者
数
は
、
定
年
退

職
が
55
人
、
そ
の
他
の
理
由
の
退
職
が

22
人
で
す
。
再
任
用
職
員
の
任
期
満
了

に
よ
る
退
職
者
数
は
12
人
で
す
。

給
与
制
度

　

給
与
制
度
は
、
毎
年
見
直
し
や
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
均
給
料
額
、
平
均
年
齢
な
ど

（
一
般
行
政
職
）

　

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
内
容
と
責

任
に
応
じ
た
級
と
号
俸
か
ら
成
る
給
料

表
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
表
３
）

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
※
３
）

（
一
般
行
政
職
）

　

帯
広
市
は
平
成
27
年
度
が
１
０
０
・

１
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
増
え
ま
し
た
。

各
種
手
当

◇
退
職
手
当

・
定
年
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合
は

34
・
58
月
分
、
勤
続
35
年
の
場
合
は

49
・
59
月
分
。
１
人
当
た
り
の
平
均
支

給
額
は
２
１
９
８
万
円
で
し
た
。

・
自
己
都
合
退
職　

勤
続
25
年
の
場
合

は
29
・
15
月
分
、
勤
続
35
年
の
場
合
は

41
・
33
月
分
。
１
人
当
た
り
の
平
均
支

給
額
は
４
２
５
万
円
で
し
た
。

◇
期
末
・
勤
勉
手
当

　

基
礎
額
（
給
料
月
額
に
扶
養
手
当
な

ど
と
役
職
加
算
額
※
４
を
加
え
た
額
）

に
区
分
ご
と
の
月
数
を
乗
じ
た
額
を
、

６
月
と
12
月
に
支
給
し
ま
す
。(

表
４)

◇
そ
の
他
の
手
当

・
扶
養
手
当　

１
年
の
収
入
総
額
が

１
３
０
万
円
未
満
の
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給
し
ま
す
。

　

国
の
制
度
と
同
様
に
、
配
偶
者
１
万

３
０
０
０
円
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親

族
１
人
に
つ
き
６
５
０
０
円
支
給
し
ま

す
。
満
16
歳
の
年
度
始
め
か
ら
満
22

歳
の
年
度
末
ま
で
の
子
１
人
に
つ
き

５
０
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
通
勤
手
当　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
通
勤
に
自
家
用
車
や
バ
ス
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
通
勤
距
離

や
運
賃
の
額
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

・
住
居
手
当　

借
家
の
場
合
の
み
家
賃

額
に
応
じ
、
最
高
２
万
７
０
０
０
円
支

給
し
ま
す
。

・
時
間
外
勤
務
手
当　

正
規
の
勤
務
時

間
を
超
え
て
勤
務
し
た
職
員
に
支
給
し

ま
す
。
平
成
27
年
度
の
支
給
額
は
、
支

給
職
員
１
人
当
た
り
平
均
月
額
２
万
４

４
９
４
円
で
し
た
。

　

他
に
、
管
理
職
手
当
・
単
身
赴
任
手

当
・
寒
冷
地
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
・

市
立
高
等
学
校
教
員
に
支
給
す
る
特
殊

勤
務
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

職
員
給
与
費
決
算
額

　

給
与
費
は
、
毎
月
の
給
料
と
扶
養
手

当
や
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
、

民
間
企
業
の
賞
与
に
あ
た
る
期
末
・
勤

勉
手
当
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

決
算
額
は
市
長
と
副
市
長
、
監
査
委

員
、
公
営
企
業
管
理
者
、
教
育
長
の
給

与
を
含
め
た
金
額
で
す
。（
退
職
手
当

は
除
く
）（
表
５
）

人
件
費

　

人
件
費
に
は
、
職
員
の
給
与
・
退
職

手
当
・
共
済
費
の
事
業
主
負
担
分
の
ほ

か
、
市
議
会
議
員
や
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
支
払
う
報
酬
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
表
６
）

市
の
職
員
数
と
給
与

平
成
27
年
度
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
状
況

　
市
職
員
の
数
や
給
与
、
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
公
平
性
や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、「
帯
広
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
職
員
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
７
、
65
・
４
１
０
８
）

問
い
合
わ
せ

※
１　

再
任
用
制
度
と
は

　

定
年
退
職
し
た
職
員
な
ど
を
任
期

を
定
め
て
再
雇
用
し
、
公
務
で
培
っ

た
知
識
や
経
験
を
広
く
活
用
す
る
制

度
で
す
。

※
２　

任
期
付
職
員
制
度
と
は

　

専
門
性
を
必
要
と
す
る
業
務
や
期

間
が
限
定
さ
れ
る
業
務
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
任
期
を
定
め
て
職
員
を

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
３　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は

　

一
般
行
政
職
に
つ
い
て
、
国
家
公

務
員
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と
し
た

場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
料
水
準
を

示
し
た
も
の
で
す
。

表1　部門別職員数　　　　 　 各年度４月１日現在
単位：人

人　　数
平成27年度平成28年度 増　減

議 　 会 11 11 0
総 　 務 176 175 −1
税 　 務 69 71 2
労 　 働 2 2 0
農 林 水 産 41 41 0
商 　 工 34 36 2
土 　 木 136 137 1
民 　 生 228 227 −1
衛 　 生 93 92 −1
教 　 育 203 204 1
消 　 防 227 217 −10
水 　 道 57 55 −2
下 水 道 20 21 1
そ の 他 63 65 2

合　　計 1360 1354 −6
職員数は一般職に属する職員の数です。
短時間勤務の再任用職員・任期付職員は入っていません。

表2　級別職員構成　　　　　　　　　　　　　　　各年度４月１日現在

職務の級 標準的な職務
人数（構成比）

平成27年度 平成28年度
1　級 係 員 264（19％） 262（19％）
2　級 主 任 補 お よ び 専 門 員 311（23％） 360（27％）
3　級 主 任 お よ び 主 任 専 門 員 241（18％） 230（17％）
4　級 係 長 お よ び 主 査 293（22％） 249（18％）
5　級 課 長 補 佐 103（  8％） 107（  8％）
6　級 課 長 89（  6％） 82（  6％）
7　級 企 画 調 整 監 34（  2％） 36（  3％）
8　級 部 長 25（  2％） 28（  2％）

合　　計 1360 1354

表3　平均給料額、平均年齢など（一般行政職）   各年度４月１日現在

区　　　分 平成27年度 平成28年度
平均給料月額 31万  600円 30万6100円

平均年齢 40.7歳 40.3歳

初任給
大学卒 17万4200円 17万6700円
高校卒 14万2100円 14万4600円

表4　期末・勤勉手当
区　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分
（0.65月分）

0.75月分
（0.35月分）

12月期 1.375月分
（0.80月分）

0.85月分
（0.40月分）

合　計 2.60月分
（1.45月分）

1.60月分
（0.75月分）

一人当たり
平均支給額

普通会計分　135万3000円
企業会計分　145万9000円

（   ）内は再任用職員の支給割合
※４　役職加算額：給料月額×役職による加算5～20％

表5　職員給与費決算額
区　　　分 普通会計分 企業会計分
職員数（Ａ） 1246人 77人

給
与
費

給　　料 45億3123万円 2億9901万円
職員手当 10億4038万円 5038万円

期末・勤勉手当 16億8445万円 1億1235万円
計（Ｂ） 72億5606万円 4億6174万円

1人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 582万3483円 599万6623円
職員数は平成27年4月に給料を支給した職員の数（国保、介護、後期高齢者医
療、ばんえい会計分を除く）です。

表6　人件費
区　　　分 普通会計分 企業会計分
歳出額（Ａ） 825億7886万円 149億  227万円

純損益または実質収支 ― 10億5176万円
人件費（Ｂ） 112億9618万円 5億6988万円

人件費率（Ｂ／Ａ） 13.7％ 3.8％
（参考）平成26年度人件費率 13.3％ 4.7％

冬休み海外研修交流事業 全5カ国のいずれかでホームステイなどを体験。 対小学3年生～高校3年生 日12月24日（土）～翌年1月4日（水）のうちの6～10
日間 定各コース先着10～15人 費成田空港発22万8千円～41万5千円 申・問10月26日（水）までに、電話で国際青少年研修協会（☎03・6417・9721）へ。
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広 告

特
別
職
な
ど
の
給
料
・
報
酬
・

諸
手
当

　

市
長
や
副
市
長
と
い
っ
た
特
別
職
の

給
料
・
報
酬
は
、
市
内
の
公
共
的
団
体

の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
帯
広
市
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
の
報
告
な
ど
を
も

と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。（
表
７
）

勤
務
条
件
・
服
務
・
職
員
研
修

な
ど

　

職
員
の
勤
務
条
件
は
、
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
き
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
と
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ

な
い
よ
う
考
慮
し
な
が
ら
条
例
で
定
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上

の
た
め
、
計
画
的
に
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

勤
務
時
間
と
休
憩

　

勤
務
時
間
は
１
日
７
時
間
45
分
、
１

週
間
38
時
間
45
分
で
す
。
休
暇
は
年

次
有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
・
特
別
休

暇
（
産
前
産
後
・
忌
引
・
夏
季
休
暇
な

ど
）
・
介
護
休
暇
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
は
１
年
に
20
日
与
え

ら
れ
、
そ
の
年
に
使
用
し
な
か
っ
た
日

数
は
、
20
日
を
限
度
に
翌
年
に
繰
り
越

し
ま
す
。
平
成
27
年
の
職
員
１
人
当
た

り
の
平
均
取
得
日
数
は
８
・
７
日
で
し

た
。

服
務

　

市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
職
員
に
対
し
て
倫
理
保
持
、

交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
営
利
企
業
な
ど
に
従
事
す
る

こ
と
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
職
務
遂
行

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
許
可
を
受
け
従
事
で
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
帯
広
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
開
票
事
務
を
含
め
６
７
２
件
を
許

可
し
ま
し
た
。

勤
務
成
績
の
評
定

　

勤
務
成
績
の
評
定
は
条
件
附
採
用
職

員
（
新
規
採
用
職
員
）
の
正
式
採
用
時

や
昇
格
時
、
昇
給
時
、
期
末
・
勤
勉
手

当
の
支
給
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
適
切
に
対
応
し
て
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
・
職
員
づ

く
り
の
た
め
に
、
人
材
育
成
推
進
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
必
要
な
能
力
開
発
、
意

識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
研
修
受
講
者
数
は
、

新
規
採
用
職
員
研
修
や
役
職
別
の
基

本
研
修
が
７
２
４
人
、
特
別
研
修
が

９
６
３
人
、
専
門
研
修
機
関
や
先
進
地

な
ど
へ
の
派
遣
研
修
が
33
人
で
し
た
。

職
員
の
福
祉
と
利
益
の
保
護

　

職
員
の
福
利
厚
生
増
進
の
取
り
組
み

の
う
ち
、
共
済
事
業
な
ど
は
北
海
道
都

市
職
員
共
済
組
合
が
、
そ
の
他
の
事
業

の
一
部
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
帯

広
市
職
員
福
利
厚
生
会
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
職
員
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
と
定
期
健
康
診
断
の
再
検
査
に

係
わ
る
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
公
務
上
の
災
害

を
被
っ
た
場
合
の
救
済
を
目
的
と
し
た

公
務
災
害
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
災
害
件
数
は
、
公
務

災
害
が
９
件
、
通
勤
災
害
は
３
件
で
し

た
。

分
限
処
分
と
懲
戒
処
分

　

分
限
処
分
は
、
心
身
の
問
題
や
刑
事

事
件
で
の
起
訴
な
ど
に
よ
り
、
職
務
が

十
分
に
果
た
せ
な
い
場
合
に
、
公
務
の

能
率
維
持
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
心
身
の
問
題
で
、
16

人
が
分
限
処
分（
休
職
）に
な
り
ま
し
た
。

　

懲
戒
処
分
は
、
職
員
の
義
務
違
反
に

対
し
、
道
義
的
責
任
を
問
い
、
公
務
遂

行
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
14
人
が
懲
戒
処
分

（
戒
告
９
件
、
減
給
４
件
、
停
職
１
件
）

に
な
り
ま
し
た
。

不
服
申
し
立
て
・
措
置
要
求

　

平
成
27
年
度
は
、
分
限
処
分
や
懲
戒

処
分
と
い
っ
た
不
利
益
処
分
に
対
す
る

職
員
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
、
苦
情
相

談
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
内
企
業
の
約
９
割
を
占
め
る
中
小

企
業
の
安
定
的
な
経
営
を
支
援
す
る
た

め
、
市
内
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、
金

融
機
関
を
通
じ
た
低
利
な
融
資
や
、
融

資
の
際
に
支
払
う
信
用
保
証
料
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
営
相
談
窓
口
も
設
置
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
利
用
条
件
な
ど
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

用
途
に
応
じ
た
資
金
メ
ニ
ュ
ー

　

対
象
と
な
る
業
種
・
企
業
規
模
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。（
一
部
対
象

と
な
ら
な
い
業
種
が
あ
り
ま
す
。）

資
金
メ
ニ
ュ
ー

◆
設
備
資
金

用
途　

店
舗
改
築
や
車
両
購
入
な
ど
の

設
備
資
金
ほ
か

限
度
額　

条
件
に
よ
っ
て
３
０
０
０
万

円
ま
た
は
１
億
円

◆
運
転
資
金

用
途　

人
件
費
支
払
い
や
、
仕
入
れ
資

金
な
ど
の
運
転
資
金
ほ
か

限
度
額　

１
５
０
０
万
円

◆
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
資
金

用
途　

十
勝
の
農
畜
産
物
な
ど
、
十
勝

に
優
位
性
の
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
す

る
事
業
に
必
要
な
資
金

限
度
額　

運
転
３
０
０
０
万
円
、
設
備

１
億
円

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

用
途　

経
済
の
著
し
い
変
動
に
対
応
す

る
た
め
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き

融
資
借
り
換
え
な
ど
の
運
転
資
金

限
度
額　

３
０
０
０
万
円

◆
新
規
開
業
支
援
資
金

用
途　

起
業
を
計
画
中
の
人
や
、
起
業

後
１
年
未
満
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た

資
金

限
度
額
運
転
・
設
備
各
１
０
０
０
万
円

◆
小
企
業
資
金

用
途　

常
用
従
業
員
が
20
人
以
下
（
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）
の
事

業
所
（
小
規
模
企
業
者
）
を
対
象
と
し

た
、
人
件
費
な
ど
の
運
転
資
金
や
、
店

舗
改
築
な
ど
の
設
備
資
金

限
度
額
運
転
・
設
備
各
１
０
０
０
万
円

信
用
保
証
料
の
一
部
補
助

　

設
備
・
運
転
資
金
は
新
事
業
進
出
の

み
対
象
で
、
他
の
資
金
は
す
べ
て
対
象

と
な
り
ま
す
。

議　長 副議長 議　員
報酬月額 58万円 51万円 47万円

表7　特別職の給料・報酬・諸手当
市　長 副市長

給料月額 100万5000円 80万5000円

期末手当 ［６月期］1.975月分　　　［12月期］2.225月分
（給料月額＋役職加算額）×期末手当月数　※役職加算額：給料月額×20％

寒冷地手当
（月額）

　［11月～３月に支給］
　世帯主で扶養親族がいる場合　　　　2万6380円
　世帯主で扶養親族がいない場合　　　1万4580円

退職手当
（在職月数１月につき）

給料月額×38.25
100

給料月額×31.88
100

新
規
開
業
者
や
中
小
企
業
者
の

経
営
を
サ
ポ
ー
ト

帯
広
市
中
小
企
業
振
興
融
資
制
度

　
　
　
　
　
　
　
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ

10月は不正軽油防止強化月間です　軽油に重油や灯油を混ぜたり、灯油や重油から軽油を製造したものを販売・使用することは悪質な犯罪です。道は関係
機関と連携して抜き取り調査などを強化します。不正軽油の話を見聞きしたときは連絡してください。　問不正軽油ストップ110番（　 0800・8002・110）

表　融資対象業種・企業規模

業　種 資本の額または
出資の総額

常時使用する
従業員の数

小 売 業 5000万円
以下 50人以下

サービス業 5000万円
以下 100人以下

卸 売 業 1億円以下 100人以下

そ の 他
の 業 種 3億円以下 300人以下
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
ま
ち
な
か
親
子
遊
び
体
験
」
を
テ

ー
マ
に
、
工
作
教
室
や
ジ
バ
サ
ン
ダ
ー

の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
事
業
の
紹
介
な
ど
、
幼
児
、

小
学
生
な
ど
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
。

日
10
月
１
日
㈯
、
11
時
～
15
時

場
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
西
２
南

８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
８
階
）

問
商
業
ま
ち
づ
く
り
課（
市
庁
舎
７
階
、

☎
65
・
４
１
６
４
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

◆
ゆ
っ
た
り
語
り
に
耳
を
傾
け
る
ひ
と

と
き

　

第
１
部
は
幼
児
・
児
童
を
、
第
２
部

は
中
学
生
以
上
を
対
象
に
、
日
本
や
世

界
の
昔
話
か
ら
創
作
話
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
お
話
を
語
る
。

日
10
月
８
日
㈯
、13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
第
３
回 

朗
読
の
ひ
と
と
き

　

帯
広
朗
読
研
究
会
「
な
す
の
会
」
が
、

詩
、
民
話
、
童
話
な
ど
を
朗
読
。

日
10
月
15
日
㈯
、13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
９
月
25
日
㈰
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎

66
・
６
２
０
０
）
へ
。

◆
森
の
音
楽
会

　

色
づ
き
始
め
た
秋
の
森
で
行
う
、
吹

奏
楽
の
野
外
演
奏
会
。
木
の
カ
ス
タ
ネ

ッ
ト
作
り
体
験
も
あ
り
。

日
10
月
９
日
㈰
、
10
時
～
12
時
30
分
。

雨
天
時
は
、
10
日
㈷
へ
順
延

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
鳥
編
）

　

石
下
亜
衣
紗
氏
（
野
付
半
島
ネ
イ
チ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）
を
講
師
に
、
鳥
類
の

生
態
、
観
察
手
法
な
ど
を
学
ぶ
。

日
10
月
22
日
㈯
、
９
時
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
歩
き
方
な
ど
を
学

び
、
森
の
園
路
を
一
周
す
る
。

日
10
月
23
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

◆
ペ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
パ
ン
を
焼
こ
う

　

自
分
で
間
伐
し
た
木
材
を
ペ
レ
ッ
ト

に
加
工
す
る
作
業
を
体
験
。
ペ
レ
ッ
ト

を
燃
や
し
て
パ
ン
を
焼
く
。

日
10
月
29
日
㈯
、
９
時
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
秋
の
小
さ
な
森
づ
く
り

　

森
に
生
え
て
い
る
幼
樹
を
利
用
し

て
、盆
栽
風
の
小
さ
な
鉢
植
え
を
作
る
。

日
11
月
３
日
㈷
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
人

費
３
０
０
円

◆
み
ん
な
で
森
を
は
ぐ
く
ー
む
～
晩
秋
～

　

森
の
掃
除
や
木
こ
り
体
験
、
野
外
ク

ッ
キ
ン
グ
、
生
き
物
調
べ
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
森
づ
く
り
を
行
う
。

日
11
月
６
日
㈰
、
10
時
～
15
時

定
先
着
20
人

　

紅
葉
の
名
勝
「
岩
内
仙
峡
」
で
、
秋

の
味
覚
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
野
菜
の

つ
か
み
取
り
や
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。秋の空気と味覚を楽しむ

日
10
月
９
日
㈰
、
10
時
～
14
時
30
分

場
岩
内
仙
峡
。
雨
天
時
は
川
西
農
業
者

研
修
セ
ン
タ
ー
（
川
西
町
西
２
）

問
帯
広
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
西
２
南
12
、
エ
ス
タ
東
館
、
☎
22
・

８
６
０
０
）、
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、

☎
65
・
４
１
６
９
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
61
回
岩
内
仙
峡
も
み
じ
ま
つ
り

家族介護教室「介護者のための腰痛予防」 腰痛のメカニズムや介護の工夫で腰痛の予防の仕方を学びます。 対在宅で介護をしているまたは予定している家
族 日10月28日（金）、10時30分～11時30分 定先着10人程度 場・申・問前日までに、電話で帯広光南病院・早坂（空港南町303、☎47・4811）へ。

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

市役所代表
（☎ 24・4111、F 23・0151）
市役所本庁舎業務時間

（月〜金曜日 8時45分〜17時30分）
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載の
ないものは、参加無料ですので当
日会場へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合
わせください。（施設ごとに業務
時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中 、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限必着
で1人（組）1通。直接窓口で申し込む場
合は、返信用のはがきをお持ちください。

帯広市からの

お知らせ
10月

I n f o rm a t i o n

広 告

場・問森の交流館・十勝（西 20 南６、☎ 34・0122）
●森のパンプキンカーヴィング
　カボチャを彫り、ジャック・オー・ランタンを作
る。作品は森のハロウィーン会場に飾り、終了後
お持ち帰り可。
対中学生以下と保護者
日10 月 29 日（土）、15 時～ 17 時
定抽選 10 組
申10 月５日（水）～ 20 日（木）
までに、森の交流館・十勝へ。

●森のハロウィーン2016
　仮装コンテストや、トリック・オア・トリート、
工作などを行う。
対中学生以下。10 歳以下は保護者同伴
日10 月 30 日（日）、① 10 時～ 12 時 30 分、
② 13 時 30 分～ 15 時 30 分

森のハロウィーンパーティー

はぐくーむ秋まつり
　まき割りや間伐体験、たき火パ
ン作り、落ち葉のプールなど、森
を満喫する、年に一度の大イベン
ト。
　小学生以下は保護者同伴。
日10 月 16 日（日）、10 時～ 15 時
場・問帯広の森・はぐくーむ（南町南９線 49、☎ 66・6200）
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司法書士無料法律相談会（予約制）　多重債務、相続に関する手続き、登記、成年後見などの相談に応じます。　日10月18日（火）、18時～20時
場とかちプラザ（西４南13）　申・問10月13日（木）までに、電話で釧路司法書士会司法書士総合相談センター（ 0800・800・3946）へ。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
文
化
ホ
ー
ル
な
ど

で
販
売
。

場
・
問
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南

11
、
☎
23
・
８
１
１
１
）

◆
Ｗワ

ハ

ハ

Ａ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
本
舗
・
実
験
コ
メ
デ

ィ
ー
劇
場
「
名
も
な
く
、
貧
し
く
も
な

く
、
美
し
く
も
な
く
～
最
強
じ
ゃ
な
い

２
人
～
」

　

ろ
う
者
と
聴
者
の
女
優
２
人
に
よ

る
、
手
話
と
言
葉
で
会
話
を
繰
り
広
げ

る
演
劇
公
演
。

日
10
月
２
日
㈰
、
15
時
～
17
時

費
一
般
２
０
０
０
円
、
小
学
〜
高
校
生

１
０
０
０
円
、
障
害
者
割
引
（
付
き
添

い
１
人
ま
で
無
料
、
障
害
者
手
帳
の
提

示
が
必
要
）
は
一
般
１
０
０
０
円
、
小

学
〜
高
校
生
５
０
０
円

◆
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

「
ま
ほ
う
の
夜
の
音
楽
会
～
“
真
実
の

愛
”
は
心
を
と
か
す
～
」

　
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
を
中
心
に
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の
輝
く
名
曲
の
数
々

を
演
奏
。

日
10
月
26
日
㈬
、
19
時
～
21
時

費
全
席
指
定
、
Ｓ
席
８
３
０
０
円
、
Ａ

席
６
７
０
０
円

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ち
く
だ
い
馬
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

　

馬
に
関
わ
る
帯
広
畜
産
大
学
の
取
り

組
み
紹
介
を
通
し
て
、
馬
と
人
と
の
関

係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

日
10
月
８
日
㈯
、
13
時
30
分
～
16
時

場
帯
広
畜
産
大
学（
稲
田
町
西
２
線
11
）

問
帯
広
畜
産
大
学
畜
産
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー
馬
介
在
活
動
室
（
☎
49
・

５
３
４
６
）

HPhttp://w
w

w
.obihiro.ac.jp/~

u
m

akaizai/index.htm
l

担
当
課
政
策
室
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の

イ
ベ
ン
ト

・
４
１
０
４
）

▼
講
演
会　

13
時
30
分
～
15
時

　

南
保
泰
雄
氏
（
同
大
学
馬
介
在
活
動

室
長
、
教
授
）
に
よ
る
馬
介
在
活
動
室

の
紹
介
と
、
一
般
財
団
法
人
ホ
ー
ス
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
「
高
齢
者
に
対
す

る
乗
馬
の
利
活
用
」
と
題
し
た
講
演
。

▼
障
が
い
者
乗
馬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン　

15
時
30
分
～
16
時

　

障
害
の
あ
る
人
の
乗
馬
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
ア
イ
マ
ス
ク
な
ど
を
着
け

て
乗
馬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24

・
２
４
３
４
）

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
10
月
２
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
10
月
８
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

◆
野
草
園　

秋
の
散
策
会

　

野
草
園
運
営
委
員
の
案
内
で
、
秋
の

園
内
を
散
策
す
る
。

日
10
月
８
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

場
野
草
園
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
10
月
15
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室

　

岩
石
の
で
き
方
を
学
び
、
フ
ズ
リ
ナ

化
石
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
10
月
16
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
第
２
回
星
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
の
下
で
楽

器
演
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

日
10
月
16
日
㈰
、
19
時
～
20
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

定
先
着
60
人

申
10
月
４
日
㈫
～
14
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
児
童
会
館
へ
。

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室

　

プ
ラ
コ
ッ
プ
な
ど
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
10
月
22
日
㈯
、
９
時
30
分
～
11
時
30

分◆
星
の
観
察
会
「
天
王
星
を
見
よ
う
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
順

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
10
月
28
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
28
回
帯
広
市
わ
か
ば
会

生
き
活
き
ふ
れ
あ
い
祭

　

高
齢
者
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
会
員

と
、
保
育
所
（
園
）
児
童
た
ち
に
よ
る

芸
能
発
表
。

日
10
月
13
日
㈭
、
10
時
～
15
時
20
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65

・
４
１
９
２
）

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

◆
ロ
ビ
ー
展
「
ア
イ
ヌ
語
で
自
然
か
ん

さ
つ
展
」

　

ア
イ
ヌ
文
化
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
動

植
物
を
、
大
き
な
写
真
で
紹
介
。

日
10
月
１
日
㈯
～
11
月
３
日
㈷
、
９
時

～
17
時
30
分

◆
陶
芸
サ
ー
ク
ル
展

　

百
年
記
念
館
で
活
動
し
て
い
る
帯
広

陶
芸
会
、
十
勝
陶と

む夢
の
会
、
帯
広
銀ぎ
ん
と
う陶

会
、
サ
ー
ク
ル
ポ
タ
リ
の
作
品
展
示
。

日
10
月
13
日
㈭
～
23
日
㈰
、
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

◆
企
画
展
「
中
村
俊し
ゅ
ん
ぱ
く白の
世
界
」

　

市
内
在
住
の
美
術
作
家
、
中
村
俊
白

氏
の
日
本
画
・
彫
刻
を
展
示
。

日
10
月
28
日
㈮
～
11
月
13
日
㈰
、
10
時

～
18
時

◆
第
２
回
懐
か
し
き
昭
和
の
歌
謡
と
洋

楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

昭
和
の
懐
か
し
い
歌
謡
曲
や
洋
楽
の

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
。

日
10
月
29
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

未
来
に
伝
え
る
あ
そ
び
体
験

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
と
む

か
し
あ
そ
び
体
験
」

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

　

帯
広
図
書
館
友
の
会
お
ひ
さ
ま
や
、

こ
の
本
だ
い
す
き
の
会
帯
広
支
部
に
よ

る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
手

足
や
全
身
を
使
っ
た
む
か
し
遊
び
を
行

う
。
い
ず
れ
も
11
時
～
11
時
40
分
。

◆
児
童
会
館
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）

日
10
月
22
日
㈯

◆
動
物
園
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）

日
10
月
29
日
㈯

◆
図
書
館
会
場
（
西
２
南
14
）

日
11
月
３
日
㈷

◆
百
年
記
念
館
会
場
（
緑
ケ
丘
２
）

日
11
月
５
日
㈯

　

市
内
の
小
学
生
・
高
校
生
が
出
演
す

る
、
小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
。
入
場
に
は
市
内
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
課
（
東
８

南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
な
ど

で
配
布
の
整
理
券
が
必
要
。

日
10
月
29
日
㈯
、
10
時
～
11
時

場
帯
広
北
高
等
学
校（
稲
田
町
基
線
８
）

問
子
育
て
支
援
課（
☎
25
・
９
７
０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

み
な
み
の
風
コ
ン
サ
ー
ト

　

国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、へ
き
地
保
育

所
の
保
育
内
容
や
保
育
料
に
関
す
る
意

見
交
換
会
を
各
日
２
会
場
で
開
催
し
ま

す
。

問
こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
５
８
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

へ
き
地
保
育
所

地
域
・
保
護
者
意
見
交
換
会

日　　時 会場１ 会場２

10月12日㈬

19 時～
20 時 30 分

川西保育所
（川西町西2線59）

ことぶき保育所
（昭和町東1線108）

10月13日㈭
清川保育所

（清川町西2線125）
愛国保育所

（愛国町基線37）

10月14日㈮
富士保育所

（富士町西3線53）
広野保育所

（広野町西3線149）

市長と語ろう
「夢かなうまち おびひろ」 地区懇談会

　これからの帯広のまちづくりについて、市民の皆さんと

米沢市長が意見交換をする地区懇談会を開催。身近な話題

をテーマに、十勝・帯広のまちづくりを市長と一緒に考え

る。当日、直接会場にお越しください。託児対応あり。

　11月実施分は、広報お

びひろ11月号でお知らせ

します。

問広報広聴課（市庁舎３

階、☎65・4109）
市長とともに考えます

日　　時 場　　所

10 月 29 日（土）
14 時～ 15 時 30 分

図書館　※託児あり
（西２南 14）

地区懇談会日程

　「見て・知って・学んで・遊ぶ」をテーマに、
消防署を一般開放して消火、救急体験など、
いざというときに役立つ体験コーナーのほ
か、住警レンジャーショーやはしご車の搭乗
体験などを行う。
日10 月 16 日（日）、10 時 30 分～ 12 時 30 分、
雨天開催
場・問帯広消防署指導課（西6南6、☎26・9131）

消防ふれあいフェア

子どもも楽しく消火体験
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
法
人

化
30
周
年
を
記
念
し
、
昨
年
よ
り
も
内

容
を
充
実
さ
せ
、
会
員
が
制
作
し
た
絵

画
や
手
芸
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
な
ど

の
作
品
展
示
や
お
宝
市
な
ど
を
開
催
。

日
10
月
14
日
㈮
、
10
時
～
15
時
、
15
日

㈯
、
10
時
～
13
時

場
シ
ル
バ
ー
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
西
13

南
２
）

問
帯
広
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
38
・
２
０
０
１
）

担
当
課
工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
７
階
、

☎
65
・
４
１
６
８
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

映
画「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」上
映
会

　

森
の
交
流
館
・
十
勝
、
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北

海
道
（
帯
広
）、
十
勝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
協
会
の
設
置
・
設
立
20
周
年
を

記
念
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
を

描
い
た
映
画
を
上
映
。

日
10
月
15
日
㈯
、
14
時
～
15
時
45
分

場
帯
広
畜
産
大
学（
稲
田
町
西
2
線
11
）

定
先
着
４
５
０
人

申
・
問
10
月
14
日
㈮
13
時
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海

道
（
帯
広
）（
☎
35
・
１
２
１
０
、

obictp-event@
jica.go.jp

）
へ
。

担
当
課
親
善
交
流
課
（
西
20
南
６
、
森

の
交
流
館
・
十
勝
内
、
☎
34
・
０
１
２

２
）図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
歴
史
探
訪

問
文
化
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

２
０
９
）

◆
十
勝
鉄
道
蒸
気
機
関
車
公
開

　

十
勝
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
と
客
車
の

内
部
を
公
開
。

日
10
月
16
日
㈰
、
10
時
～
15
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
12
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア

場
西
７
条
南
20
丁
目
と
て
っ
ぽ
通

◆
文
化
財
め
ぐ
り

　

百
年
記
念
館
周
辺
を
散
策
し
て
、
指

定
文
化
財
を
巡
る
。
百
年
記
念
館
（
緑

ケ
丘
２
）
集
合
、
解
散
。

日
10
月
16
日
㈰
、
10
時
～
12
時
30
分

定
先
着
20
人

費
１
０
０
円

申
10
月
7
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
文
化

課
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

家
庭
か
ら
出
る
剪せ
ん

定て
い

枝
を
無
料

で
受
け
入
れ
ま
す

　

庭
木
の
剪
定
な
ど
で
市
内
各
家
庭
か

ら
出
る
枝
を
、無
料
で
受
け
入
れ
ま
す
。

持
ち
込
ま
れ
た
枝
は
、
大
型
破
砕
機
で

チ
ッ
プ
化
し
た
後
、
家
畜
の
敷
料
や
堆

肥
と
し
て
有
効
活
用
し
ま
す
。
希
望
者

は
破
砕
後
の
チ
ッ
プ
を
一
部
持
ち
帰
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

対
市
内
在
住
者
で
、
乗
用
車
や
軽
ト
ラ

ッ
ク
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
人

（
事
業
者
に
よ
る
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
）

日
11
月
５
日
㈯
、
10
時
～
15
時
、
小
雨

決
行
、
荒
天
時
は
６
日
㈰
に
順
延

場
帯
広
の
森
（
西
22
南
５
）

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65

・
４
１
８
６
）

受け入れ場所地図

●森の里小

受入
場所

南５線

南４線

西22南5

春駒通春駒通

●南商業高校●南商業高校

中
島
通（
ア
ル
バータ通

）

中
島
通（
ア
ル
バータ通

）

市民農園
サラダ館●

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

日
10
月
21
日
㈮
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分
の
間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
４
人

場
・
申
・
問
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
帯

広
市
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎

22
・
８
３
９
３
）
へ
。

担
当
課
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
２
）

講
座
・
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ

な
ど
の
加
工
体
験
教
室

　

地
場
産
の
牛
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
❷
各
10
人
、
❸
20
人

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー（
八

千
代
町
西
４
線
、☎
60
・
２
５
１
４
）へ
。

❶
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
・
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
10
月
９
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
２
２
０
０
円

申
込
期
限
10
月
６
日
㈭

❷
チ
ー
ズ
教
室（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
10
月
15
日
㈯
、
10
時
～
16
時

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
13
日
㈭

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室（
約
２
５
０
グ
ラ

ム
）

日
10
月
23
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
20
日
㈭

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
講
座
・
教
室

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

◆
図
書
館
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
講
座

 

「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本 

ｄ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

お
は
な
し
会
」

　

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
に
大
人
気
の
「
に

こ
に
こ
お
は
な
し
会
」
の
ほ
か
、
図
書

館
を
う
ま
く
使
う
こ
つ
や
、
妊
娠
中
に

役
立
つ
本
を
紹
介
。

日
10
月
26
日
㈬
、
11
時
～
11
時
40
分

◆
家
族
が
「
も
し
か
し
た
ら
認
知
症
か

も
⁉
」
と
思
っ
た
時
に
・
・
・

　

認
知
症
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
適
切
な
支
援
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
講
座
。

日
10
月
29
日
㈯
、
10
時
30
分
～
12
時

定
先
着
20
人

申
10
月
１
日
㈯
～
28
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
図
書
館
へ
。

日
10
月
27
日
㈭
、
11
月
17
日
㈭
、
12
月

22
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
20
人

費
６
４
８
０
円

場
・
申
・
問
10
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

農
園
サ
ラ
ダ
館
（
〒

080
・

2472
西
22
条
南

６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９
５
）
へ
。

　

緑
の
健
康
診
断
員
を
講
師
に
、
堆
肥

づ
く
り
を
学
ぶ
。

日
10
月
30
日
㈰
、
13
時
30
分
～
15
時

定
先
着
30
人

場
・
申
・
問
10
月
27
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ

丘
２
、
☎
21
・
３
１
７
２
）
へ
。

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
11
月
９
日
㈬
、消
防
庁
舎（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈯
、
南
出
張
所
（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

初
め
て
の
押
し
花
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

緑
の
健
康
講
習
会

「
堆
肥
づ
く
り
」

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

普
通
救
命
講
習

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

10月15日～31日は秋の火災予防運動　暖房の使用や空気の乾燥で火災が発生しやすい季節を迎えます。ストーブの上に洗濯物を干さない、外出時の火の消し忘
れに注意してください。寝室に住宅用火災警報器を設置していますか。半年に１回は正常に動くか確認しましょう。問帯広消防署指導課（西６南６、☎26・9131）

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
５
０
０
円

申
・
問
①
は
10
月
３
日
㈪
〜
11
月
２
日

㈬
ま
で
、
②
は
10
月
13
日
㈭
〜
11
月
12

日
㈯
ま
で
に
、帯
広
消
防
署
救
急
課（
西

６
南
６
、
☎
26
・
９
１
３
１
）
へ
。

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
森
の
交

流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、
☎
34
・
０

１
２
２
）
へ
。

◆
は
じ
め
て
の
通
訳
者
講
座

　

岩
崎
修
子
氏
（
北
海
道
通
訳
者
協
会

代
表
）
が
、
通
訳
業
や
プ
ロ
へ
の
道
な

ど
を
語
る
。

対
十
勝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
協
会
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
で
き
る
人

日
11
月
４
日
㈮
、
18
時
30
分
〜
20
時
30

分
、
５
日
㈯
、
①
10
時
〜
12
時
、
②
13

時
〜
15
時
、
全
３
回

費
５
０
０
円

申
込
期
間
10
月
４
日
㈫
～
11
月
３
日
㈷

◆
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
セ
ミ
ナ
ー

　

通
訳
案
内
士
を
講
師
に
、
通
訳
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

対
英
検
２
級
以
上
の
英
語
力
が
あ
る
人

で
、
十
勝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
協
会

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
で
き
る
人

日
11
月
10
日
㈭
、
17
日
㈭
、
12
月
１
日

㈭
、
い
ず
れ
も
19
時
〜
20
時
30
分

費
各
５
０
０
円

申
込
期
間
10
月
４
日
㈫
～
12
月
１
日
㈭

　

飼
育
係
の
仕
事
を
体
験
し
、
動
物
園

の
果
た
す
役
割
を
考
え
る
。

対
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

日
11
月
12
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
４
人

場
・
申
・
問
10
月
13
日
㈭
～
27
日
㈭
ま

で
に
、
官
製
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
講
座

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

大
人
の
１
日
飼
育
係

載
事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、
動
物

園
（
〒

080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、
☎
24

・
２
４
３
７
）
へ
。
当
選
者
に
は
別
途

通
知
す
る
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

博
物
館
講
座

「
ア
イ
ヌ
語
で
自
然
か
ん
さ
つ
」

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
観
察
編

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
た

動
植
物
を
観
察
し
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
文

化
を
紹
介
。

日
10
月
22
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
20
人

費
１
０
０
円

申
10
月
１
日
㈯
～
20
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
講
演
編

　

内
田
祐
一
氏（
文
化
庁
伝
統
文
化
課
）

が
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
知
恵
や
考
え
方

を
、
豊
富
な
研
究
を
も
と
に
紹
介
。

日
10
月
22
日
㈯
、
14
時
～
16
時

対
15
歳
以
上

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
９

２
）
へ
。
第
31
集
は
託
児
の
み
申
し
込

み
必
要
。

◆
第
29
集
「
終
活
！
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
～
様
々
な
視
点
か
ら
学
ぶ
最
新

の
終
活
事
情
～
」

　

各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
講
師

に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、
生
前
整

理
、
遺
言
・
相
続
、
葬
儀
な
ど
、
最
新

の
終
活
事
情
を
学
ぶ
。
未
就
学
児
（
2

歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
9
月
28
日

㈬
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
10
月
5
日
㈬
、
13
日
㈭
、
19
日
㈬
、

27
日
㈭
、
全
４
回
、
10
時
30
分
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
大
学
講
座
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定
先
着
50
人

費
５
０
０
円
（
４
回
分
）

申
込
期
限
10
月
４
日
㈫

◆
第
30
集
「
子
育
て
家
庭
の
上
手
な
家

計
の
や
り
く
り
～
気
に
な
る
保
険
・
住

宅
ロ
ー
ン
・
教
育
費
（
貯
蓄
）
の
最
新

事
情
か
ら
～
」

　

早
川
靖
志
氏
（
早
川
Ｆ
Ｐ
事
務
所
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
を
講

師
に
、
子
育
て
家
庭
の
気
に
な
る
保
険

や
住
宅
ロ
ー
ン
、
教
育
費
（
貯
蓄
）
の

最
新
事
情
を
学
び
、
家
計
の
や
り
く
り

を
考
え
る
。
未
就
学
児
（
２
歳
以
上
）

の
託
児
希
望
者
は
10
月
５
日
㈬
ま
で
に

申
し
込
み
。

日
①
10
月
12
日
㈬
、10
時
30
分
～
12
時
、

②
10
月
16
日
㈰
、
18
時
30
分
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
各
先
着
50
人

申
込
期
限
10
月
11
日
㈫

◆
第
31
集
「
ち
く
だ
い
教
養
人
間
講
座

『
世
界
の
民
族
楽
器
―
南
米
・
琉
球
・

北
東
亜
の
響
き
―
』」

　

世
界
各
地
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
楽

器
。
そ
の
独
特
の
音
色
に
迫
る
と
と
も

に
、
気
鋭
の
奏
者
が
そ
の
奥
深
い
魅
力

へ
と
い
ざ
な
う
。
未
就
学
児
（
２
歳
以

上
）
の
託
児
希
望
者
は
10
月
13
日
㈭
ま

で
に
申
し
込
み
。

日
10
月
20
日
㈭
、
28
日
㈮
、
全
２
回
、

18
時
30
分
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

◆
第
32
集「
今
こ
そ
考
え
る
十
勝
の“
価

値
”
～
農
業
を
デ
ザ
イ
ン
で
活
性
化
！

お
い
し
さ
と
感
動
を
消
費
者
へ
伝
え
る

た
め
に
～
」

　

長
岡
淳
一
氏
（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド

代
表
取
締
役
）
を
講
師
に
、
十
勝
の
農

畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
デ
ザ
イ
ン

で
高
め
、「
お
い
し
い
」
を
「
美
し
く
」

発
信
す
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
の
地
域

農
業
活
性
化
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
。
未

就
学
児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者

は
、
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
10
月
21
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
50
人

申
込
期
限
10
月
20
日
㈭

◆
第
33
集
「
地
域
活
性
、
郷
土
愛
と
エ

ン
タ
メ
小
説
」

　

八
木
圭
一
氏
（
十
勝
出
身
の
ミ
ス
テ

リ
ー
作
家
）
を
講
師
に
、
地
域
活
性
を

テ
ー
マ
に
し
た
エ
ン
タ
メ
小
説
や
文
芸

の
世
界
の
裏
話
を
交
え
、
外
か
ら
見
て

感
じ
る
故
郷
の
魅
力
を
語
る
。
未
就
学

児
（
２
歳
以
上
）
の
託
児
希
望
者
は
10

月
20
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
10
月
27
日
㈭
、
18
時
30
分
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

申
込
期
限
10
月
26
日
㈬

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
11

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
高
校
生
以
上

日
11
月
１
日
～
17
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

講　座　名 日　程
パソコン入門 毎

週
火
・
木

午前

楽しいエクセル① 午後

仕事に役立つ差し込み印刷や
住所録管理 夜間

パソコンで年賀状（筆まめ） 毎
週
水
・
金

午前

楽しいワード① 午後

就職や進学にも！
資格・スキルアップワード② 夜間

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
10
月
４
日
㈫
～
20
日
㈭
ま

で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南

13
、
☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

プ
ラ
ザ
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

健
康
・
福
祉

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
希
望
者
に

は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
28
年
４
月
生
ま
れ

日
10
月
５
日
㈬
、
18
日
㈫
、
26
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
27
年
３
月
生
ま
れ

日
10
月
12
日
㈬
、
20
日
㈭
、
27
日
㈭

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
25
年
９
月
生
ま
れ

日
10
月
６
日
㈭
、
13
日
㈭
、
25
日
㈫

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
３
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
11
月
13
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
10
月
17
日
㈪
～
11
月
９
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・

９
７
０
３
）
へ
。

◆
障
害
者
料
理
教
室

　

腸
内
環
境
を
良
く
す
る
食
材
を
意
識

し
た
、
手
作
り
行
楽
ラ
ン
チ
を
テ
ー
マ

に
料
理
教
室
を
開
催
。

　

手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
の
希
望
者
は

早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人

日
10
月
18
日
㈫
、
10
時
～
12
時

定
先
着
20
人

費
４
０
０
円

申
込
期
間
10
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

◆
筆
跡
心
理
学
ミ
ニ
講
座

　

筆
跡
か
ら
相
手
の
こ
と
を
知
る
た
め

に
、
簡
単
な
筆
跡
心
理
学
を
学
ぶ
。

対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人

日
11
月
２
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
20
人

申
込
期
間
10
月
13
日
㈭
～
25
日
㈫

問
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

◆
乳
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
を
知
る
パ
ネ

ル
展

　

市
内
医
療
機
関
で
の
取
り
組
み
や
検

診
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
。
10
月
11

日
㈫
～
14
日
㈮
、
11
時
～
14
時
に
、
保

健
師
が
自
己
検
診
法
を
説
明
。

日
10
月
８
日
㈯
～
14
日
㈮
、
8
時
45
分

～
17
時
30
分

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
編

　

柏
林
台
公
園
・
西
町
公
園
で
正
し
い

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
学
び
な
が
ら
実
践
す

る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
10
月
17
日
㈪
、
10
時
～
12
時

場
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
柏
林
台

西
町
2
）

定
先
着
40
人

申
10
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
健
康
推
進
課

へ
。

◆
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康
講
座
〜
今

日
、
気
分
転
換
に
何
を
し
ま
す
か
？
〜

　

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
見

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

つ
け
る
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
。
13
時
〜
16
時

ま
で
、
別
会
場
で
申
し
込
み
不
要
の
ス

ト
レ
ス
測
定
体
験
も
あ
り
。

日
10
月
21
日
㈮
、
13
時
30
分
〜
15
時
30

分場
図
書
館
（
西
２
南
14
）

定
先
着
30
人

申
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
健
康
推
進
課

へ
。

◆
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　

採
血
に
よ
る
血
清
反
応
検
査
。
結
果

は
約
４
週
間
後
に
通
知
。

対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
で
、

過
去
５
年
以
内
に
受
診
し
て
い
な
い
人

日
10
月
27
日
㈭
、
14
時
～
14
時
30
分

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

費
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

　

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
向
け
に
、
音
声

ガ
イ
ド
・
字
幕
付
き
で
上
映
。
意
見
交

換
会
も
あ
り
。一
般
の
人
も
参
加
可
能
。

日
10
月
２
日
㈰
、
14
時
～
16
時
30
分

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ラ
ン
チ
＆
運
動
つ
き
健
診
教
室

　

病
気
の
早
期
発
見
と
メ
タ
ボ
に
な
ら

な
い
た
め
の
栄
養
学
習
と
試
食
、
手
軽

な
運
動
を
セ
ッ
ト
で
体
験
で
き
る
教

室
。

対
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
申
込
者

日
11
月
４
日
㈮
、
11
時
～
12
時
40
分

場
森
の
里
コ
ミ
セ
ン（
西
22
南
４
）

定
先
着
20
人

申
10
月
24
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で
北
海

道
対
が
ん
協
会
帯
広
出
張
所（
☎
27
・

２
３
４
５
）へ
。

問
健
康
推
進
課（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
９
回
音
声
ガ
イ
ド
＆
字
幕
付
き

映
画
上
映
会「
そ
の
街
の
こ
ど
も
」

プラザ・エンジョイスクール
平 成 2 8 年 度 後 期 講 座

種　　類 講　　座

健康・スポーツ
Ｚ

ズ ン バ

ＵＭＢＡ＆ウエーブストレッチ、ヨガ、ダン
ス・フィットネス、太極拳、気功、フラダンス、
硬式テニス、背骨コンディショニングなど

音 　 　 　 楽 コーラス、カラオケ、ゴスペル

書 道 ・ 絵 画 書道、美文字入門、油絵、パステル画

語 　 　 　 学 英会話（入門、初級、中級）、韓国語

文 　 　 　 学 源氏物語（初級、中級）など

趣 味 ・ 手 工 芸 パッチワークキルト、刺しゅう、ちぎり絵、ア
ロマテラピー、着物、絵手紙

そ 　 の 　 他 華道、茶道、料理

　11 月～翌４月に開催する講座の受講生を募集。詳細は、総合
案内（市庁舎１階）、とかちプラザ、コミセンなどに配置のパン
フレットか市ホームページで確認してください。
　とかちプラザ本校開催講座のみ、託児可能。
対高校生以上
申・問10月12日（水）～20日（木）までに、直接とかちプラザ（西
４南13、☎22・7890）へ。パンフレットに折り込みの郵便振替
用紙での申し込みも可能。
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問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎ 

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
介

助
な
ど
手
伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
10
月
27
日
㈭
、
13
時
30
分
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

費
１
０
０
円

◆
い
き
い
き
温
泉
事
業
（
後
期
）

　

簡
単
な
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
温
泉
療
法
医
な
ど
の
講
話
を
聞
い

て
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
。（
前

期
に
実
施
し
た
入
浴
は
あ
り
ま
せ
ん
）

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
、
今
年
度
の
介
護

予
防
事
業
（
前
期
の
い
き
い
き
温
泉
事

業
含
む
）
に
参
加
し
て
い
な
い
人

日
11
月
～
翌
年
３
月
の
月
・
水
曜
日
は

10
時
～
11
時
30
分
、
金
曜
日
は
14
時
～

15
時
30
分
。
い
ず
れ
か
の
曜
日
で
５
カ

月
間
利
用
で
き
る

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
各
曜
日
20
人
（
新
規
、年
長
者
優
先
）

申
10
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪
ま
で
に
、
高

齢
者
福
祉
課
へ
。

　

介
護
者
の
心
身
の
元
気
を
回
復
す
る

た
め
、情
報
交
換
や
交
流
な
ど
を
行
う
。

い
ず
れ
も
時
間
は
10
時
～
15
時
。
い
ず

れ
か
１
回
参
加
可
能
。

対
65
歳
以
上
の
要
支
援
１
～
２
、
要
介

護
１
～
５
の
市
内
在
住
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
（
別
居
で
も

可
）

定
各
先
着
15
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

申
各
開
催
日
の
１
カ
月
前
～
１
週
間
前

ま
で
に
、
電
話
で
各
申
込
先
へ
。

申
込
先
①
帯
広
け
い
せ
い
苑
（
☎
53
・

４
７
７
１
）、
②
愛
仁
園
（
☎
49
・
２

３
３
８
）、
③
帯
広
至
心
寮
（
☎
24
・

１
１
５
０
）、
④
帯
広
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
21
・
３
２
９
２
）

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

①
お
り
が
み
絵
手
紙
と
お
食
事
会

日
・
場
11
月
11
日
㈮
、
も
み
じ
乃
（
西

６
南
20
）

②
そ
ば
打
ち
体
験

日
・
場
12
月
２
日
㈮
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
愛
仁
園
（
西
）（
西
24
南
１
）

③
お
食
事
会
と
健
康
ツ
ボ
講
話

日
・
場
12
月
13
日
㈫
、
デ
ィ
ス
テ
リ
ア

京
屋
ｍ
ミ

ニ

ｉ
ｎ
ｉ
ｍマ

ル

シ

ェ

ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
（
西
８

南
６
）

④
お
食
事
会
と
交
流
会

日
・
場
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬
、
グ
リ

ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
50
歳
か
ら
の
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

対
市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
初
心
者

日
11
月
２
日
～
翌
２
月
22
日
の
水
曜

日
、
全
12
回
、
12
時
～
12
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
６
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
22
日
㈯

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
☆
ス
イ
ミ
ン
グ

　

背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
に

挑
戦
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
11
月
11
日
～
翌
２
月
24
日
の
金
曜

日
、
全
12
回
、
12
時
～
12
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
６
０
０
０
円

申
込
期
限
10
月
22
日
㈯

◆
ス
イ
ン
ピ
ア
記
録
会

　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
プ
ー
ル
で
、
大

会
形
式
で
タ
イ
ム
を
計
測
す
る
。

　

種
目
は
50
メ
ー
ト
ル
（
板
キ
ッ
ク
、

ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ

フ
ラ
イ
）、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
（
ク
ロ

ー
ル
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ

イ
）。
４
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
、
２

０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
。

対
小
学
生
以
上

日
12
月
４
日
㈰
、
９
時
～
12
時

定
先
着
１
５
０
人

費
２
０
０
円

申
込
期
限
11
月
９
日
㈬

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
野
球
場
か
ら
の
お
知

ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
野
球

場
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
８
３

３
８
）
へ
。

◆
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
～
年
中
・
年

長
～

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
・
年
長
に

当
た
る
幼
児

日
11
月
７
日
㈪
、
21
日
㈪
、
全
２
回
、

15
時
30
分
～
16
時
30
分

場
総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
丁
目
１
）

定
抽
選
30
人

申
込
期
限
10
月
21
日
㈮

◆
レ
ッ
ツ
！
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
～
ボ
ー
ル

ゲ
ー
ム
教
室
～

対
幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
中
児
に
当
た

る
幼
児
～
小
学
２
年
生

日
11
月
20
日
㈰
、
年
中
・
年
長
９
時
45

分
～
10
時
45
分
、
小
学
１
・
２
年
生
11

時
15
分
～
12
時
15
分

場
帯
広
の
森
体
育
館（
南
町
南
７
線
56
）

定
各
抽
選
30
人

申
込
期
限
11
月
４
日
㈮

ボールを使って楽しく運動

◆
親
子
で
楽
し
く
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

～
１
歳
・
２
歳
・
３
歳
児
～

対
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

日
11
月
22
日
㈫
、
２
歳
児
10
時
～
10
時

45
分
、３
歳
児
11
時
10
分
～
11
時
55
分
、

０
、
１
歳
児
11
月
29
日
㈫
、
10
時
30
分

～
11
時
15
分

場
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
（
南
町

南
７
線
56
）

定
各
抽
選
40
組

申
込
期
限
11
月
７
日
㈪

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

の
有
酸
素
運
動
と
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
、体
力
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
11
月
17
日
～
翌
２
月
２
日
の
木
曜

日
、
①
初
級
10
時
～
11
時
、
②
中
級
11

時
15
分
～
12
時
15
分
、
各
全
10
回

定
抽
選
①
20
人
、
②
30
人

費
各
３
５
０
０
円

場
・
申
・
問
11
月
４
日
㈮
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申

込
時
の
記
載
事
項
」（
12
頁
）を
書
い
て
、

総
合
体
育
館
（
〒

080
・

0030
大
通
北
１
丁

目
１
番
地
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
３
回
目
）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

広報紙掲載内容訂正のおわびとお知らせ　広報おびひろ平成28年8月号（No.1107）4頁の「図３　平成21年～平成27年　自殺死亡率（人口10万人当た
りの自殺者数）の推移」中、平成22年の帯広市の数値に誤りがありました。ご迷惑をお掛けしましたことをおわびいたします。誤：27.1人　正：29.3人

　

基
礎
中
心
の
初
心
者
教
室
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
の
初
心
者

日
11
月
21
日
㈪
～
25
日
㈮
、
全
５
回
、

17
時
～
18
時

定
抽
選
１
２
０
人

費
２
０
０
０
円

場
・
申
・
問
11
月
１
日
㈫
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
明
治
北
海
道
十

勝
オ
ー
バ
ル
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎

49
・
４
０
０
０
）
へ
。

　

ア
ラ
ブ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く

踊
る
初
心
者
の
た
め
の
ダ
ン
ス
講
習

会
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
10
月
19
日
～
12
月
14
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
～
11
時

定
先
着
15
人

費
８
回
券
４
０
０
０
円
、
４
回
券
２
４

０
０
円

場
・
申
・
問
10
月
18
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
市
民
文
化
ホ
ー
ル（
西
５
南
11
、

☎
23
・
８
１
１
１
）へ
。

募
　
　
集

　

電
力
使
用
量
や
使
用
料
金
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
表
示
す
る
機
器
「
省
エ

ネ
ナ
ビ
」
を
設
置
し
て
、
日
常
生
活
で

省
エ
ネ
行
動
を
実
施
し
な
が
ら
、
測
定

デ
ー
タ
や
効
果
を
報
告
す
る
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
。
機
器
の
貸
し
出
し
は
無
料
。

モ
ニ
タ
ー
期
間
11
月
１
日
㈫
～
平
成
29

年
１
月
31
日
㈫

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ち
び
っ
こ
ス
ケ
ー
ト
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

文
化
ホ
ー
ル
カ
ル
チ
ャ
ー

「
は
じ
め
て
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
」

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

省
エ
ネ
ナ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

定
先
着
８
人

申
・
問
10
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
で
申
込
予
約
を
し
た
上
で
環

境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65

・
４
１
３
５
）
へ
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
の
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
。

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
と
は
、
雑
誌
の
購
入

費
用
を
負
担
し
て
も
ら
い
、
そ
の
雑
誌

カ
バ
ー
の
表
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
名
称
、

裏
面
と
雑
誌
配
架
棚
に
ス
ポ
ン
サ
ー
広

告
を
掲
載
す
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

～
新
た
な
る
門
出
を
祝
う
～

平
成
29
年
帯
広
市
成
人
の
誓
い

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
に
は
、

12
月
上
旬
に
案
内
は
が
き
を
郵
送
す
る

の
で
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
人
で
も
、

当
日
、
運
転
免
許
証
や
学
生
証
な
ど
生

年
月
日
を
確
認
で
き
る
も
の
を
受
け
付

け
に
提
示
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

対
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰
、
14
時
～
15

時
、
受
け
付
け
は
13
時
か
ら

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

問
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
２
、
Ｆ
23
・
０
１
５
５
、

yo
uth@

city.obihiro.hokkaido.jp

）

◆
「
二
十
歳
の
誓
い
」
宣
誓
者
を
募
集

　

新
成
人
の
代
表
と
し
て
「
二
十
歳
の

誓
い
」
を
宣
誓
す
る
人
を
募
集
。

対
新
成
人
で
、
当
日
午
前
か
ら
の
リ
ハ

ー
サ
ル
か
ら
参
加
可
能
な
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
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リラクゼーション室のお知らせ　リラクゼーション室の開室時間は、毎週、月・金曜日、13時～17時（一般開放、16時30分までに入室）、火曜日、
18時～20時（予約制）です。なお、10月10日（祝）は休みです。問健康推進課（東８南１３、保健福祉センター内、☎25・9721）

定
選
考
、
男
性
１
人
、
女
性
１
人

申
10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青

少
年
課
へ
。

◆
成
人
の
集
い「
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
募
集

　

当
日
の
受
け
付
け
や
会
場
整
理
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営
に
携

わ
る
人
を
募
集
。

定
選
考
15
人

申
10
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青

少
年
課
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
10
回
国
際
文
化
祭
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出
展
作
品
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
者
募
集

　

11
月
26
日
㈯
に
森
の
交
流
館
・
十
勝

で
開
催
す
る
「
第
10
回
国
際
文
化
祭
」

の
フ
ォ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
出
展
作
品

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
者
を
募
集
。

場
・
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南

６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）

▼
フ
ォ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

国
内
外
で
未
発
表
の
作
品
で
、「
世

界
に
平
和
を
」
が
テ
ー
マ
の
写
真
を
募

集
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
加
工
は
自
由
。
１

人
２
作
品
ま
で
。

申
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
に

応
募
作
品
を
添
付
し
、「
申
込
時
の
記

載
事
項
」（
12
頁
）
と
作
品
の
概
要
を

書
い
て
、
外
国
人
留
学
生
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
会
（

m
cf.fotocon

＠

gm
ail.com

）
へ
。

成人式をみんなで作ろう

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
者
募
集

　

世
界
の
踊
り
、
合
唱
、
武
術
、
楽
器

演
奏
を
披
露
で
き
る
人
、
世
界
の
民
族

衣
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
で

き
る
人
を
募
集
。

申
11
月
12
日
㈯
ま
で
に
、
森
の
交
流

館
・
十
勝
へ
。

案
　
　
内

　

10
月
10
日
㈪
体
育
の
日
は
、
く
り
り

ん
セ
ン
タ
ー
の
整
備
点
検
な
ど
の
た

め
、
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
。

　

く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持

ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料

の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、

４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の

１
免
除
は
、
免
除
を
受
け
た
残
り
の
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
残

り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
る
と
一
部

免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
保
険
料
未
納
期

間
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65

・
４
１
４
３
）、帯
広
年
金
事
務
所
（
西

１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
）

　

市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
住
宅
・
工

場
の
ほ
か
、
基
礎
の
な
い
簡
易
な
建
物

な
ど
の
建
築
や
農
業
用
倉
庫
を
他
の
目

的
に
使
う
な
ど
の
用
途
変
更
も
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

10
月
10
日「
体
育
の
日
」は
ご
み

の
収
集
を
お
休
み
し
ま
す

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

国
民
年
金
保
険
料
一
部
免
除
を

受
け
た
と
き
は
残
り
の
保
険
料

の
納
付
を
忘
れ
ず
に

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
街
化
調
整
区
域
で
の
建
築
・

土
地
購
入
に
ご
注
意
を

　

原
野
な
ど
を
宅
地
に
見
せ
か
け
て
売

る
現
状
有
姿
分
譲
地
は
、
建
物
の
建
築

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
や
建
物

を
購
入
す
る
と
き
は
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
区
域
外
で
あ
っ
て
も
、
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
宅
地
造
成
な
ど
を

行
う
場
合
は
、
許
可
が
必
要
と
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65

・
４
１
７
９
）

　

空
き
地
の
雑
草
を
放
置
す
る
と
、
害

虫
の
発
生
や
ご
み
の
投
げ
捨
て
、
野
火

の
発
生
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
、
周
辺
に
住
む
人
へ
迷
惑
を
掛
け
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
地
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、
草

刈
り
を
す
る
な
ど
適
正
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
１
３
６
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

空
き
地
の
適
正
管
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売
払
物
件
▽
西
23
条
南
１
丁
目
１
１
４

番
地
15
、
宅
地
、
５
３
６
・
40
平
方
メ

ー
ト
ル
▽
売
却
価
格
７
８
３
万
円

申
・
問
10
月
21
日
㈮
～
平
成
29
年
３
月

10
日
㈮
ま
で
に
、「
随
意
契
約（
先
着
順
）

売
払
申
込
書
」
に
必
要
書
類
を
添
え
て

直
接
、
契
約
管
財
課
（
市
庁
舎
５
階
、

☎
65
・
４
１
１
５
）
へ
。
た
だ
し
、
同

日
受
け
付
け
は
く
じ
引
き
。

　

耕
地
防
風
林
は
、
風
害
か
ら
耕
地
を

保
護
し
、
農
作
物
の
増
収
や
品
質
向
上

に
役
立
つ
ほ
か
、
十
勝
の
美
し
い
農
村

景
観
の
形
成
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

耕
地
防
風
林
を
造
成
す
る
た
め
、
苗

木
代
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
有
財
産（
土
地
）を

先
着
順
に
よ
り
売
り
払
い

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

耕
地
防
風
林
の

苗
木
を
助
成
し
ま
す

・
４
１
７
３
）

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
指
導
協
力

員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
街
頭
巡
回
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
４
７
６
回
の
巡
回

を
行
い
、
５
１
５
回
の
声
掛
け
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　

指
導
内
容
は
、
小
・
中
学
生
の
大
型

店
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
に

関
す
る
校
則
指
導
（
71
パ
ー
セ
ン
ト
）、

交
通
マ
ナ
ー
（
23
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
し

た
。
喫
煙
や
深
夜
徘
徊
と
い
っ
た
不
良

行
為
は
、
１
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
大
人
が

目
配
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
温

か
く
見
守
り
な
が
ら
、
地
域
で
守
り
育

て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
６
１
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

青
少
年
の
健
全
育
成
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

広 告

橋梁の補修工事による交通規制のお知らせ（予定）

　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。
問土木課（市庁舎6階、☎65・4183）

愛国大橋
規制区間
愛国大橋
規制区間

札内川

国
道
23
6号

●
稲田  
浄水場  ●

北愛国
交流広場

●
北愛国
交流広場

至 

広
尾 

↓

↑ 

至 

音
更

←
至 

芽
室

→
至 

幕
別

場所愛国大橋（愛国町）
期間10月17日（月）
　～平成29年1月20日（金）

片側交互通行

南　　橋
規制区間
南　　橋
規制区間売買川

君乃湯温泉●

●売鮮市場
　どんどん

OFF HOUSE●
↑ 至 帯広駅

↓ 至 広尾

西
５
条
通場所南橋（西5南31）

期間11月1日（火）
　～12月28日（水）

車線数減少（夜間のみ）

ウツベツ川

遠藤
歯科
●

競馬場
会館
●

← 至 芽室

つがやす
歯科
●

白樺通白樺通

白樺通
白樺通

養 鯉 橋
規制区間
養 鯉 橋
規制区間

場所養鯉橋（西11南9）
期間10月17日（月）
　～12月28日（水）
歩行者も通行できません。

通行止め

開 西 橋
規制区間

帯広川

← 至 芽室 至 帯広駅 →

↓ 至 帯広の森

至 国道38号 ↑

セブンイレブン●

100満ボルト
●

三条高校
●

開西病院
●

白樺通白樺通

中
島
通

中
島
通

場所開西橋（西23南3）
期間11月1日（火）
　～平成29年1月20日（金）

車線数減少（昼間のみ）
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高
裁
判
事
の
故
團
藤
重
光
博
士
の
旧
蔵

資
料
か
ら
、
死
刑
制
度
や
裁
判
・
裁
判

員
制
度
を
考
え
ま
す
。
当
日
会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
10
月
20
日
㈭
、
10
時
30
分
～
12
時

場
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線
）

問
帯
広
畜
産
大
学
研
究
支
援
課
社
会
貢

献
事
業
担
当
（
☎
49
・
５
７
７
６
）

北
海
道
医
療
大
学
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
乳
幼
児
期
に
お
け
る
薬
の
安
全
な
使
い
方
」

　

本
学
の
教
員
が
、
乳
幼
児
向
け
の
薬

の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
安
全
で
有
効

な
薬
の
活
用
方
法
の
基
本
を
話
し
ま
す
。

対
象
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
と
関
わ
る

仕
事
を
し
て
い
る
人
、
孫
が
い
る
人

日
時
10
月
22
日
㈯
、
13
時
～
14
時
30
分

場
所
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
帯
広
駅
前

（
西
２
南
11
）

定
員
先
着
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
10
月
17
日
㈪

ま
で
に
、
電
話
で
北
海
道
医
療
大
学
教

育
研
究
推
進
課
（
☎
０
１
３
３
・
23
・

１
１
２
９
）
へ
。

女
性
活
躍
推
進
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修

　

女
性
が
活
躍
し
や
す
い
職
場
環
境
整

備
を
推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

研
修
で
す
。

日
時
10
月
25
日
㈫
、
13
時
30
分
～
17
時
、

26
日
㈬
、
９
時
30
分
～
17
時
、
全
２
回

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
先
着
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
10
月
18
日
㈫

ま
で
に
、
電
話
で
Ｍマ

ミ

ー

ａ
ｍ
ｍ
ｙ 

Ｐプ

ロ
ｒ
ｏ

（
☎
０
１
１
・
２
０
６
・
９
１
５
０
）へ
。

司
法
書
士
・
行
政
書
士

合
同
無
料
相
談
会

　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
・
商
業
登
記
、

会
社
設
立
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用
、

離
婚
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
10
月
26
日
㈬
、
10
時
～
15
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
い
合
わ
せ
釧
路
司
法
書
士
会
十
勝
支

方
法
な
ど
を
講
演
し
ま
す
。

日
時
10
月
22
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
先
着
60
人

若
年
者
職
場
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー

対
象
市
内
企
業
の
経
営
者
・
管
理
職
な

ど
、
若
年
層
の
管
理
・
指
導
育
成
に
関

わ
っ
て
い
る
人

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
各
先
着
25
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
各
申
込
期
限

ま
で
に
、
電
話
で
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
帯

広
支
店
（
☎
67
・
７
２
７
０
）
へ
。

◆
第
１
回
「
若
年
者
の
育
成
と
ギ
ャ
ッ

プ
～
課
題
解
決
」

日
時
10
月
13
日
㈭
、
13
時
30
分
～
16
時

30
分

申
込
期
限
10
月
６
日
㈭

◆
第
２
回
「
若
年
者
の
メ
ン
タ
ル
不
調

を
防
ぐ
～
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要

性
」

日
時
10
月
21
日
㈮
、
13
時
30
分
～
16
時

30
分

申
込
期
限
10
月
14
日
㈮

◆
第
３
回
「
若
年
者
の
職
場
環
境
に
配

慮
す
る
～
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
」

日
時
10
月
26
日
㈬
、
13
時
30
分
～
16
時

30
分

申
込
期
限
10
月
19
日
㈬

地
域
住
民
公
開
講
座

「
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
」

　

若
狭
健
太
郎
氏
（
血
液
内
科
医
）
を

講
師
に
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
当
日

会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
10
月
20
日
㈭
、
14
時
～
15
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
帯
広
厚
生
病
院
が

ん
相
談
支
援
課
（
西
６
南
８
、
☎
24
・

４
１
６
１
、
内
線
２
５
０
３
）

釧
路
行
政
評
価
分
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
所
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
（
西
２

南
８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
８
階
）

問
い
合
わ
せ
釧
路
行
政
評
価
分
室
（
☎

０
５
７
０
・
０
９
０
・
１
１
０
）

◆
定
例
行
政
相
談
所

　

役
所
と
の
や
り
と
り
で
困
っ
て
い
る

こ
と
や
意
見
な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き

る
定
例
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

日
時
毎
月
第
２
木
曜
日
、
13
時
30
分
～

16
時

◆
１
日
合
同
行
政
相
談
所

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
10
月
18
日
㈫
、
10
時
30
分
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
象
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
親

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
各
申
込
期
限

ま
で
に
、
電
話
で
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
20
・
７
７
５

１
）
へ
。

◆
無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
の

相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時
10
月
21
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間

で
１
人
30
分

場
所
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ（
公
園
東
町
３
）

定
員
先
着
４
人

申
込
期
限
10
月
14
日
㈮

◆
就
業
支
援
講
習
会
「
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
」

　

エ
ク
セ
ル
を
学
び
ま
す
。
託
児
希
望

者
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
基
礎
編
10
月
27
日
㈭
、
応
用
編
28

日
㈮
、
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
各
先
着
10
人

申
込
期
限
10
月
24
日
㈪

帯
広
畜
産
大
学
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
死
刑
制
度
と
裁
判
員
制
度
」

　

岡
崎
ま
ゆ
み
氏
（
帯
広
畜
産
大
学
人

間
科
学
研
究
部
門
講
師
）
を
講
師
に
、

戦
後
刑
事
法
学
の
第
一
人
者
で
、
元
最

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

登
記
、
相
続
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
Ｄ
Ｖ
、

い
じ
め
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
10
月
２
日
㈰
、
10
時
～
15
時

場
所
帯
広
法
務
総
合
庁
舎（
東
５
南
９
）

問
い
合
わ
せ
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支

局
（
☎
24
・
５
８
２
３
）

帯
広
市
体
育
連
盟
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
各
開
催
日
の

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
帯
広
市
体
育
連

盟
（
☎
22
・
８
０
９
０
）
へ
。

◆
認
知
症
予
防
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
研
修
会

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
「
コ
グ
ニ
サ

イ
ズ
」
を
学
び
ま
す
。

日
時
10
月
15
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
所
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南

13
）

定
員
先
着
80
人

◆
講
演
会
「
身
体
活
動
と
認
知
機
能
低

下
の
予
防
」

　

古ふ
る
な名
丈た
け
と人
氏（
札
幌
医
科
大
学
教
授
）

が
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
の
運
動

10月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、10月５日（水）、19日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収
集地区は、10月12日（水）、26日（水）です。　問清掃事業課(西24北4、☎37・2311)

みんなの広場

問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
12月号掲載の受付締め切りは10月18日(火)です。

　タコ、ウニ、イクラ、イチゴ、赤飯！
なんとこれは、餃子の具です。
　日本でもっとも予約が取りにくい
といわれる会員制餃子レストラン
「蔓餃苑」のオーナーシェフが惜しげ
もなくレシピを公開。たこつぼ型や
ペンギン型など独創的な餃子の包み
方や、これまでに食べたことのない
新しいジャンルの具材に、驚きと笑
顔がこぼれます。みんなで楽しみな
がら作るのもよし、こっそり作って
びっくりさせるのもよし。餃子の概
念を覆す１冊です。

図書館のオススメ
今月は、生活のコーナーより、食欲の秋にぴったりの
おなかが空いてくるような料理の本を紹介します。

▷問　図書館（西2南14、☎22・4700）

※表紙画像使用許諾済

『パラダイス山元　餃子の創り方』
☆著　者…パラダイス山元　　☆出版社…光文社

　

北
海
道
の
秋
の
風
物
詩
の
ひ

と
つ
に
、
サ
ケ
の
遡そ

じ
ょ
う上
が
あ
り

ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
語
で
サ
ケ
の
こ
と

を
、
シ
ペ
（「
本
当
の
食
べ
物
」

の
意
味
）
や
カ
ム
イ
チ
ェ
ッ
プ

（「
神
の
魚
」
の
意
味
）
と
い
い

ま
す
。
秋
に
漁
獲
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
冬
の
保
存
食
に
も
最
適

な
サ
ケ
は
、
か
つ
て
の
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
食
料
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
季
節
の
移
ろ
い
や
自
然

現
象
か
ら
サ
ケ
の
豊
漁
を
占
う

伝
承
が
各
地
で
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
昭
和
26
年
の
足

寄
で
の
記
録
に
は
、
ホ
ザ
キ
シ

モ
ツ
ケ
の
花
が
散
り
か
か
る
と

サ
ケ
が
遡
上
し
始
め
た
と
あ
り

ま
す
。

　

昭
和
34
年
の
芽
室
太
で
の
記

録
に
は
、
星
に
ま
つ
わ
る
占
い

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
天
の

川
の
中
に
た
く
さ
ん
の
星
を
み

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
豊
漁
、
少

な
け
れ
ば
不
漁
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
天

の
川
が
は
っ
き
り
す

る
と
豊
漁
、
ぼ
や
け

る
と
不
漁
」
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
周
り
の

自
然
環
境
を
注
意
深

く
観
察
す
る
と
、
何

か
新
し
い
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

ふるさと見聞録 写真・文
百年記念館　長谷　仁美

ホザキシモツケの花

アイヌの人々の生活 
～豊漁を占う～
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

　手指や体の動き、表情を使って意思疎通を図
る「手話」。このコーナーでは簡単ですぐに使え
る一言を紹介します。

ワンポイント
手話講座

▷問　障害福祉課（市庁舎1階、☎65・4147）

イラスト出典：石狩市「手話でつながるいしかり」

今月の手話 「お疲れさま」今月の手話 「お疲れさま」

会釈しながら、左腕を右手こぶ
しで軽く２回たたく。気持ちを
込めて、表情も加えましょう。
動作の由来…肩をたたいて労
をねぎらっている様子

部
（
☎
23
・
５
２
６
２
）、
北
海
道
行

政
書
士
会
十
勝
支
部
（
☎
27
・
１
９
７

７
）障

害
年
金
講
座
と
無
料
相
談
会

　

障
害
年
金
の
こ
と
を
社
会
保
険
労
務

士
が
解
説
し
ま
す
。

　

約
１
時
間
の
講
座
終
了
後
、
希
望
者

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
10
月
30
日
㈰
、
13
時
30
分
～
17
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
先
着
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
関
根
労
務
行
政
事
務
所
（
☎

28
・
３
５
７
０
）
へ
。

11
月
期
い
き
い
き
交
流
会

　

市
内
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
昼
食
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
１
回
の
み
参
加
可
能
。
当

日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
い
ず
れ
も
10
時
～
13
時
ご

ろ
、▽
10
月
31
日
㈪
、東
コ
ミ
セ
ン
（
東

７
南
９
）
▽
11
月
２
日
㈬
、
啓
北
コ
ミ

セ
ン
（
西
13
北
２
）
▽
９
日
㈬
、
西
帯

広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）
▽
11
日
㈮
、

大
空
会
館
（
大
空
町
12
）
▽
14
日
㈪
、

南
コ
ミ
セ
ン
（
西
10
南
34
）
▽
17
日
㈭
、

緑
西
コ
ミ
セ
ン
（
西
17
南
４
）
▽
18
日

㈮
、
鉄
南
コ
ミ
セ
ン
（
西
２
南
24
）
▽

22
日
㈫
、
栄
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
17
北

１
）
▽
24
日
㈭
、
生
活
館
（
柏
林
台
東

町
２
）
▽
25
日
㈮
、
コ
ス
モ
ス
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
西
20
南
３
）
▽
28
日
㈪
、
大

正
農
業
者
ト
レ
セ
ン（
大
正
本
町
西
１
）

▽
29
日
㈫
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園

東
町
３
）
▽
30
日
㈬
、
南
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
西
15
南
36
）

問
い
合
わ
せ
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
公
園
東
町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、

☎
21
・
２
４
１
４
）

広 告

▷問　健康推進課（東8南13、保健福祉センター内、☎25・9721）

安心安全メモ安心安全メモ

普段から血圧を管理しよう
　脳血管疾患や心疾患の死亡数は、10月ごろ〜12
月、１月をピークに増加します。この要因の一つに
「冬季の高血圧」が考えられます。寒いときには交
感神経の働きで血管が収縮し、血液の通り道が狭く
なるため血圧が高くなります。もともと高血圧の人
はさらにリスクが高まります。
　高血圧症は自分では気付かず進行して、突然脳卒
中などを引き起こします。自覚症状がないからと放
置せず、普段から家で血圧を測ることを習慣にしま
しょう。基準を超える場合※には、内科・循環器内
科のかかりつけ医に相談してください。
※�基準を超える場合：家での測定値が上の血圧135
以上、または下の血圧85以上

◯１日２回（朝・夜）測定する測定のタイミング

起床
排尿
朝食
服薬

・起床後1時間以内
・トイレを済ませた後
・朝食前　・服薬前

1時間以内

測定
朝

夕食・飲酒
入浴
休憩
就寝

・就寝直前
・入浴や飲酒の直後は
　避ける

測定夜

カフ

座った状態で
1～2分安静に
してから測定

※血圧計について、
　日本高血圧学会は
　上腕式電子血圧計を
　推奨しています。

1～3回程測定し、
その平均値を
とりましょう

カフは上腕に
心臓と同じ
高さにつける

測定のポイント

　秋に植え込み、翌春以降に開花する球根を「秋植え球根」と
いいます。秋植え球根は、花が咲き終わった後、新しい球根が
育つと、茎葉が枯れて休眠に入ります。
　毎年球根を掘り上げ、分球（球根を手などで分ける）して植
えるのが理想ですが、２～３年は植えたままの状態で栽培して
も構いません。

〇植え込みの準備
　�　植え込む前に、必要に応じて堆肥とヨウリン、石灰を土に入れて耕しておきます。球根は
花が咲くまでの養分を蓄えているので、元

もとごえ
肥はあまり必要ありません。

〇植え込み時期
　　・チューリップ→９月下旬～11月上旬　・スイセン→９月中旬～10月上旬
　　・�購入して植え込みをするユリ→10月下旬～11月上旬
　　　※早植えすると芽が伸びて枯れる場合があります。
〇掘り上げ時期
　　・花が咲き終り、茎葉が枯れてきたとき。
〇堀り上げ後
　　・ユリは、掘り上げたら茎葉を取り除いて、すぐに植え込みます。
　　・�チューリップやスイセンは、茎葉を取り除いた球根を、日陰で風通しの良い場所に保管します。

草花ひと口アドバイス
秋植え球根の植え込み ▷問　みどりと花のセンター（緑ケ丘２、☎25・3414）

植え込み前の球根
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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）９：15〜９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）９：30〜９：35

　９月１日「防災の日」に関連して、毎年会場を変えて実
施している「地域防災訓練」。今年は大地震の発生を想定
して南町中学校で実施され、地域住民や関係機関660人
が参加しました。参加者は、自宅から会場となるグラウ
ンドに集団避難したあと、バケツリレーや消火器による
初期消火、止血法などの応急手当て、台所用品や衣類を
使った防災用具への転用方法などを体験し、自分で自分
の命を守る「自助」に必要な行動を学びました。
（９月４日、南町中学校）

災害時に命を守る
行動を学ぶ

台所用品と衣類でヘルメットに

情
報

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）

カメラレポ Obihiro Camera Reportオビヒロ

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　  report@
city.obihiro.hokkaido.jp）

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
予
防
接
種
に ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ

接
種
対
象
者

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
後
に
生
ま
れ

た
０
歳
児

接
種
期
間

　

１
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
（
標
準

的
な
接
種
期
間
は
生
後
２
～
９
カ
月
に

至
る
ま
で
）

※
１
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
る
と
任
意
接

種
に
な
り
ま
す
。（
有
料
）

接
種
回
数

　

生
後
１
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に
３
回

①
生
後
２
カ
月
以
降
に
接
種

②�

１
回
目
の
接
種
か
ら
27
日
以
上
の
間

隔
を
あ
け
て
接
種

③�

１
回
目
の
接
種
か
ら
20
週
以
上
の
間

隔
を
あ
け
て
接
種

　

な
お
、
接
種
対
象
者
で
、
す
で
に
任

意
で
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
、
残
り

の
回
数
を
定
期
接
種
と
し
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
感
染
な
ど
の
恐
れ
が
あ

り
、
出
生
直
後
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
の
予
防

の
た
め
の
治
療
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
た
人
は
、
健
康
保
険
に
よ
る
予
防
接

種
と
し
て
実
施
す
る
の
で
定
期
接
種
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

実
施
医
療
機
関

　

今
年
度
の
接
種
対
象
者
に
個
別
に
通

知
す
る
ほ
か
、
こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３

階
）
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
、
乳
児
の
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
定
期
予
防
接

種
（
無
料
）
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
と
は

　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

一
過
性
の
感
染
で
終
わ
る
場
合
と
、
そ

の
ま
ま
感
染
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て

し
ま
う
場
合
（
こ
の
状
態
を
キ
ャ
リ
ア

と
い
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
に
な
る
と
慢
性
肝
炎
に
な

る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
の

人
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
の
命
に
関

わ
る
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
含
む
血
液
や
体
液
に
直
接
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
皿
や
箸
、

タ
オ
ル
な
ど
の
共
有
程
度
で
は
感
染
し

ま
せ
ん
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
免
疫
が
で
き
て
、
キ
ャ
リ
ア

化
が
予
防
で
き
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の

人
へ
の
感
染
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
よ
る
免
疫
が
で
き
や
す

い
乳
児
を
対
象
に
、
定
期
予
防
接
種
に

な
り
ま
し
た
。

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

広 告

一部市道で通行規制しています

　岩内町、拓成町、中島町、清川町の市道数カ所で、
台風により道路が破損し、補修のため通行規制を行っ
ています。詳細は市ホームページをご覧になるか、問
い合わせください。
問　管理課（市庁舎６階、☎65・4178）

家屋の「り災証明書」発行の受け付け

　台風の影響による風水害で被害を受けた家屋につい
て、各種被災者支援策の手続きなどに使う「り災証明
書」の発行に必要な申請を受け付けています。詳細は
問い合わせください。
問　資産税課（市庁舎2階、☎65・4123）

所得税が軽減になる場合があります

　地震、火災、風水害などの災害によって、住宅や家
財などに損害を受けたときは、確定申告で①「所得税
法」に定める雑損控除、②「災害減免法」に定める税
金の軽減免除のどちらか有利な方法で、所得税の全部
または一部を軽減することができます。詳細は国税庁
ホームページをご覧になるか、帯広税務署へ問い合わ
せください。
問　帯広税務署（西5南6、☎24・2161）

台風の影響に伴うお知らせ


